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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

大
阪
・
関
西

万
博
を
Ｐ
Ｒ

　

今
年
４
月
13
日
の
開
幕
を
控

え
た
大
阪
・
関
西
万
博
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
１
月
25
日
と
26

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ェ
イ

コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。
公
益
社
団
法
人
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
が
当

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ベ

ル
＆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
シ
ョ

ー
２
０
２
５
に
万
博
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
出
店
し
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
が
会
場

で
来
場
者
と
記
念
撮
影
す
る
な

ど
し
て
大
阪
万
博
を
宣
伝
し

た
。
開
幕
１
０
０
日
前
を
切

り
、
海
外
で
も
大
阪
・
関
西
万

博
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
、
開
幕
に
向
け
た
機
運
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
高
め
て
い
く
の

が
狙
い
。
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
は
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
場
で
大
の

人
気
者
で
、
登
場
と
同
時
に
子

供
も
大
人
も
が
我
も
我
も
と
一

緒
に
笑
顔
で
記
念
撮
影
し
た
。

来
場
者
に
は
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
と

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
こ
と

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
写
真
投
稿
を
す

る
こ
と
で
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
た
。

こ
の
日
は
、
万
博
ブ
ー
ス
の
他

に
岩
手
県
が
独
自
に
ブ
ー
ス
を

構
え
た
ほ
か
、
国
際
観
光
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、
日
本
政
府

観
光
局
）
が
大
き
な
日
本
観
光

誘
致
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
全
日

空
や
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
な
ど
航

空
、
ホ
テ
ル
、
鉄
道
な
ど
が
日

本
の
魅
力
を
来
場
者
に
呼
び
か

け
た
。
入
場
料
は
、
開
会
式
が

前
売
り
４
０
０
０
円
、
前
売
り

１
日
パ
ス
６
７
０
０
円
、
７
月

19
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
夏

期
間
限
定
が
１
万
２
０
０
０

円
、
10
月
３
日
ま
で
の
シ
ー

ズ
ン
パ
ス
は
３
万
円
。
障
害

者
同
伴
者
３
７
０
０
円
、
期

間
中
の
１
日
券
が
７
５
０
０

円
、
平
日
券
６
０
０
０

円
、
夜
間
券
３
７
０
０

円
。
詳
細
はhttps://www.

expo2025travel.jp

Expo 2025
４月13日開幕

ミャクミャクと記念撮影する来場者（１月25日、コンベンションセンターで、写真・三浦良一）

　

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
「
米

国
市
民
権
の
意
味
と
価
値
を
守

る
」
と
題
し
た
大
統
領
令
に
対

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル

の
連
邦
地
裁
は
23
日
、
一
時
的

な
差
し
止
め
を
命
じ
た
。
こ
の

大
統
領
令
は
米
国
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
に
自
動
的
に
市
民
権
を

付
与
す
る
「
出
生
地
主
義
」
制

度
を
見
直
す
も
の
で
、ジ
ョ
ン
・

ク
ー
ナ
ー
判
事
は
「
あ
き
ら
か

な
憲
法
違
反
」
と
判
断
し
た
。

14
日
間
差
し
止
め
ら
れ
、
法
的

判
断
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
就
任

日
の
１
月
20
日
、
不
法
入
国
者

と
一
時
的
滞
在
の
子
供
に
は

「
出
生
地
主
義
」
を
適
用
し
な

い
と
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、ア
リ
ゾ
ナ
、

イ
リ
ノ
イ
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ

ン
ト
ン
の
４
州
が
「
合
衆
国
憲

法
修
正
第
14
条
に
違
反
し
て
お

り
、
大
統
領
に
憲
法
を
修
正
す

る
権
限
は
な
い
」
と
し
て
、
差

し
止
め
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起

し
た
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
最
初
に
打

ち
出
し
た
不
法
移
民
の
国
外
強

制
送
還
が
、
米
国
移
民
社
会

に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い

る
。
１
月
28
日
、
米
移
民
取
り

締
ま
り
当
局
は
、
ブ
ロ
ン
ク
ス

で
誘
拐
、
暴
行
、
窃
盗
容
疑
の

不
法
移
民
者
を
逮
捕
し
た
。
国

土
安
全
保
障
省
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
・
ノ
ー
ム
新
長
官
が
発
表
し

た
。
摘
発
し
た
の
は
、
同
省
傘

下
の
米
移
民
税
関
捜
査
局
（
Ｉ

Ｃ
Ｅ
）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）。
前
週
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
、
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ

で
も
大
量
の
摘
発
が
始
ま
っ
て

い
る
。
さ
な
が
ら
冷
戦
期
の
ア

メ
リ
カ
の
１
９
５
０
年
代
初

め
、
朝
鮮
戦
争
の
時
期
の
ア
メ

リ
カ
で
、
共
和
党
の
上
院
議
員

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
、
反
共
産
主
義
に
も
と
づ

く
政
治
活
動
、
お
よ
び
そ
れ
に

よ
っ
て
多
数
の
政
治
家
、役
人
、

学
者
、
言
論
人
、
芸
術
家
、
映

画
人
な
ど
が
親
共
産
主
義
者
と

し
て
告
発
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
シ

ズ
ム
「
赤
狩
り
」
の
再
来
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
「
不
法
移
民
狩

り
」
が
始
ま
っ
た
。

　

米
国
内
の
１
４
０
０
万
人
に

上
る
不
法
移
民
の
約
６
割
が
不

法
滞
在
で
摘
発
の
対
象
と
な

る
。
移
民
社
会
の
米
国
に
大
き

な
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
に

は
、
在
留
邦
人
か
ら
の
不
安
を

訴
え
る
連
絡
な
ど
は
28
日
現
在

な
い
と
い
う
。

　

強
制
送
還
や
取
り
締
ま
り

は
、
ブ
ル
ー
ス
テ
ー
ト
と
呼
ば

れ
る
民
主
党
勢
力
の
強
い
州
で

聖
域
州
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
聖
域
都
市
が
集
中
的

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
聖
域
都
市
は
、

不
法
移
民
を
強
制
送
還
す
る
連

邦
政
府
の
移
民
・
税
関
捜
査
局

（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
法
執
行
へ
の
協

力
を
制
限
す
る
政
策
を
取
る
州

や
都
市
を
指
す
。
非
営
利
組
織

「
米
国
移
民
改
革
連
盟
」
の
調

査
に
よ
る
と
、
全
米
50
州
の
う

ち
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
イ
リ
ノ

イ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な

ど
11
州
が
「
聖
域
州
」
を
宣
言
。

市
や
町
レ
ベ
ル
で
は
約
６
０
０

都
市
に
の
ぼ
る
。
全
米
最
大
の

聖
域
都
市
と
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
ア
ダ
ム
ス
市
長
（
民

主
党
）は
21
日
の
記
者
会
見
で
、

移
民
政
策
の
激
変
に
つ
い
て
問

わ
れ「
こ
の
街
は
移
民
の
街
で
、

こ
の
国
は
移
民
の
国
だ
。
移
民

の
人
々
の
不
安
を
や
わ
ら
げ
た

い
」
と
述
べ
た
。
今
回
Ｎ
Ｙ
市

内
で
摘
発
が
あ
っ
た
こ
と
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
衝
撃
を
与
え

た
。
今
後
、
連
邦
政
府
と
地
方

自
治
体
が
衝
突
の
可
能
性
も
あ

る
と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

移
民
社
会
の
米
国
に
大
き
な
影
落
と
す

「
不
法
移
民
狩
り
」
始
ま
る

大
統
領
令
早
く
も
つ
ま
ず
き

www.saitollp.com
https://ibec-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.expo2025travel.jp
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うっ…
寒い…
NYに寒波到来

　

大
寒
波
と
な
っ
た
大
統
領
就
任
式
の

週
、
１
月
22
日
に
久
し
ぶ
り
に
現
れ
た
ハ

ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
に
浮
か
ぶ
流
氷
。

　

同
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
パ
ー
ク
の
噴
水
も
氷
の
彫
刻
と
化
し

た
。
人
工
水
上
公
園
、
リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン

ド
も
海
洋
航
空
博
物
館
の
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ

ド
も
流
氷
で
囲
ま
れ
た
。

　

氷
点
下
10
度
が
平
均
気
温
と
な
っ
た
寒

冷
前
線
の
真
っ
只
中
、
晴
れ
渡
る
快
晴
の

日
が
最
も
寒
い
。（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

https://www.youtube.com/watch?v=dPQZLnOe-wY&feature=youtu.be
https://qbhouseusa.com/
https://giip-global.com/ja/
https://newyork-apartment-realestate.com/
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ム
ー
ン
」
を
元
に
し
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
。「
セ
ー
ラ

ー
ム
ー
ン
」
は
こ
れ
ま
で
に
世

界
で
３
６
０
０
万
冊
を
売
り
上

げ
て
い
る
ほ
か
、
ア
ニ
メ
や
実

写
版
な
ど
が
数
多
く
製
作
・
放

映
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
は
漫

画
や
ア
ニ
メ
（
2
次
元
）
を
ベ

ー
ス
と
し
た
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス（
3
次
元
）で
あ
る「
２
・

５
次
元
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と
呼

ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
、
新
し
い

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し

て
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
日
本

で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

出
演
は
、
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン

／
月
野
う
さ
ぎ
：
田
中
梨
瑚
、

セ
ー
ラ
ー
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
／
水

野
亜
美
：
前
川
歌
音
、
セ
ー
ラ

ー
マ
ー
ズ
／
火
野
レ
イ
：
小
林

れ
い
、
セ
ー
ラ
ー
ジ
ュ
ピ
タ
ー

／
木
野
ま
こ
と
：
松
村
キ
サ
ラ
、

セ
ー
ラ
ー
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
／
愛
野

美
奈
子
：
牧
野
真
鈴
ほ
か
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
の
会
場

は
、
4
月
18
日
（
金
）
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
、
19
日
（
土
）
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
、
25
日

（
金
）・
26
日
（
土
）
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内Palladium Times 

Square

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

１
５
１
５
番
地
）
に
て
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

http://sailormoon-official.
com

/stage/superlive/
north_american/

を
参
照
。

4
月
に
Ｎ
Ｙ
ほ
か
近
郊
で
上
演
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売

舞台 2.5 次元ライブショー

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン

　

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
舞
台

２
・
５
次
元
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

「“Pretty Guardian Sailor 
Moon” The Super Live

北
米

ツ
ア
ー
」
が
3
月
か
ら
北
米
20

都
市
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
、
1
月
31
日
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
販
売
が
始
ま
っ
た
。

　

同
公
演
は
、
日
本
の
月
刊
誌

「
な
か
よ
し
」（
講
談
社
）
で

１
９
９
１
年
に
連
載
が
始
ま
っ

た
武
内
直
子
さ
ん
原
作
の
少
女

漫
画
「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ特別企画展
 「和紙の芸術表現 : 伝統から未来へ」

 柴崎幸次教授（愛知県立芸術大学）（写真左）と
鈴木美賀子博士（写真右）をお招きして、「ギャラ
リートーク」（参加費無料・要予約）を 2/1（土）2
～ 3pmに開催します。和紙の芸術表現や展示作品
について、お 2人が語る特別なひとときです。詳細・
予約は gallery@nipponclub.orgまで。

■カルチャー講座「陶芸教室」（連続講座） 
 ●日時：2/5、12, 19, 26（水）
 　10am～ 12pm
 ●受講料：$200（1コース）＋
 　材料費 $140
 陶芸の基礎を学ぶコース。陶芸
の基本である玉づくり、紐づく
り、たたら（板）づくりの 3つ
の成形技法を学び、最終回には
素焼した作品に絵付けや釉薬かけをします。詳細・
お申し込みは www.nipponclub.org/culture をご覧
ください。（申込締切日 1/31）

■日本クラブ テニス 2月大会＜参加者募集中＞ 
 現在参加者を募集中、会員・一般ともに参加可。

2/ 1（土）トーナメント前半、2/ 8（土）トーナ
メント後半を、6～ 10pmに開催します。種目は
オープンダブルス A ・B大会、女子ダブルス大会
です。詳細・お申し込みは www.nipponclub.org
のイベント欄をご覧ください。また、3月大会は
チーム対抗大会（団体ダブルス）のオープン A・
Bと女子の 3つの種目で 3/1（土）と 3/8（土）に
開催予定です。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://neuroacuny.com/
https://ishitanihealth.com/
tel:18778852726
mailto:gallery@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
http://www.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://sailormoon-official.com/stage/superlive/north_american/
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加
納
良
雄
氏
に

在
外
公
館
長
表
彰

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
の
福
祉
に
貢
献

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

の
森
美
樹
夫
大
使
は
１
月
24

日
、
米
国
日
本
人
医
師
会
（
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ａ
）
の
事
務
局
長
で
日
系

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
理
事
の
加
納

良
雄
氏
（
89
）
に
対
す
る
在
外

公
館
長
表
彰
を
行
っ
た
。
加
納

氏
は
、
２
０
０
５
年
以
来
、
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ａ
の
事
務
局
長
と
し
て
、

ま
た
２
０
０
６
年
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
立
ち
上
げ
時
よ
り
理

事
・
財
務
統
括
と
し
て
、
一
貫

し
て
会
の
運
営
と
実
務
全
般
を

取
り
ま
と
め
、
団
体
の
活
動
と

発
展
を
支
え
続
け
て
き
た
。
ま

た
、
そ
の
他
に
も
、
日
米
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世
記
念
会
を

始
め
多
く
の
団
体
で
重
要
な
役

職
を
担
い
続
け
て
お
り
、
い
ず

れ
の
活
動
も
邦
人
及
び
日
系
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
健

康
、
福
祉
、
教
育
、
心
理
の
サ

ポ
ー
ト
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
。　
　

　

式
典
に
は
70
人
が
出
席
し
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
の
本
間

俊
一
氏
と
岩
原
誠
氏
の
両
元
米

国
日
本
人
医
師
会
会
長
、
ス
ー

ザ
ン
大
沼
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
名
誉

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
登
壇

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は
１
月
16
日
、
同

市
の
地
下
鉄
全
体
の
法
執
行
の

増
強
と
安
全
対
策
の
追
加
を
発

表
、
こ
の
先
６
か
月
間
、
約

３
０
０
人
の
制
服
警
官
を
夜
間

１
５
０
本
の
電
車
に
配
備
、
午

後
９
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
各

車
両
に
警
官
２
名
を
割
り
当
て

る
と
述
べ
た
。

　

ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
全
て
の
交

通
機
関
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ひ

と
り
ひ
と
り
に
よ
り
安
全
に
す

る
た
め
の
包
括
的
な
新
措
置

は
、
警
官
配
置
の
強
化
、
安
全

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
へ
の
投
資
、
精
神
衛

生
対
策
の
強
化
な
ど
を
行
う
と

し
、
全
て
の
乗
客
が
安
全
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
と
し

て
い
る
。「
犯
罪
と
犯
罪
へ
の

恐
怖
感
を
取
り
除
く
為
に
警
官

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

安
全
柵
（
防
護
壁
）、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
使
っ
た
明
る
い
構
内
に

よ
っ
て
、
乗
客
、
従
業
員
共
々

地
下
鉄
の
安
全
向
上
を
目
指

す
」
と
述
べ
た
。

　

今
後
６
か
月
間
続
く
、
約

３
０
０
人
の
制
服
警
官
を
夜
間

１
５
０
本
の
電
車
に
配
備
す
る

費
用
の
１
億
５
４
０
０
万
ド
ル

の
う
ち
、
７
７
０
０
万
ド
ル
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
、
同
額

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
か
ら
負
担

さ
れ
る
。
安
全
柵
（
防
護
壁
）

に
関
し
て
は
、
２
０
２
５
年
末

ま
で
に
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
１
０
０
か
所
以
上
に
安
全
柵

を
設
置
す
る
資
金
を
提
供
す
る

と
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
語
る
。
設

置
の
対
象
と
な
る
駅
の
選
択

は
、
1
、
2
、
3
、
4
、
5
、

6
、
7
、
Ｆ
、
Ｍ
、
Ｌ
の
各
列

車
の
区
間
で
標
準
的
な
車
両
停

止
位
置
が
あ
る
駅
を
含
め
、
実

現
性
を
優
先
す
る
。
こ
れ
ら
の

列
車
路
線
の
中
で
は
、
利
用
者

数
の
多
い
駅
と
島
式
ホ
ー
ム
が

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

米
国
年
金
減
額
制
度

Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
Ｇ
Ｐ
Ｏ
の
廃
止
決
定

　

２
０
２
５
年
1
月
5
日
、
バ

イ
デ
ン
大
統
領
がThe Social 

Security Fairness Act

に
署

名
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

米
国
年
金
減
額
制
度
の
Ｗ
Ｅ

Ｐ 

（W
indfall Elimination 

Provision

棚
ぼ
た
条
項
）
と

Ｇ

Ｐ

Ｏ
（Government 

Pension Off set

政
府
年
金
オ

フ
セ
ッ
ト)

が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
はSocial 

Security Tax

を
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
し
な
い
雇
用
主
の
も
と

で
勤
め
た
場
合
（
政
府
系
機
関

や
米
国
以
外
の
雇
用
主
等
）、

年
金
額
を
そ
の
雇
用
に
基
づ
く

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
の
金
額

に
よ
っ
て
減
額
調
整
す
る
規
定

の
こ
と
で
す
。（
米
国
大
使
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）
今

回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
廃
止
対
象
に
は
、

日
本
の
厚
生
年
金
受
給
者
で
、

米
国
年
金
加
入
期
間
が
40
ク
レ

ジ
ッ
ト
以
上
、
30
年
未
満
の
従

来
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
対
象
者
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｏ
と
は
連
邦
政
府
や
地

方
自
治
体
の
公
務
員
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
人
が
配
偶
者
や

遺
族
と
し
て
受
取
る
米
国
年
金

を
減
額
す
る
仕
組
み
で
す
。
具

体
的
に
は
、
公
務
員
年
金
の
３

分
の
２
が
米
国
年
金
か
ら
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
Ｗ
Ｅ
Ｐ
や
Ｇ
Ｐ
Ｏ
に
よ

り
減
額
を
受
け
て
い
る
受
給
者

の
減
額
分
は
、
２
０
２
４
年
1

月
分
の
米
国
年
金
支
給
ま
で
遡

及
し
て
減
額
分
が
順
次
受
給
者

に
支
払
い
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
れ
以
前
に
遡
り
減
額
分
が
支

払
い
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
米
国
社
会
保
障
庁
（
Ｓ
Ｓ

Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

減
額
分
の
支
払
い
方
法
は
検
討

中
で
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

掲
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

法
案
は
上
院
が
２
０
０
３
年
に

政
策
に
関
す
る
最
初
の
公
聴
会

を
開
催
し
て
以
来
、
何
十
年
も

か
け
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
や
っ
と
法
案
が
承

認
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
、
Ｇ
Ｐ
Ｏ

の
擁
護
派
は
そ
の
法
律
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
格
差
は

認
め
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の

廃
止
に
伴
う
基
金
の
財
政
負
担

の
増
加
に
危
惧
を
し
て
き
ま
し

た
。
現
に
全
受
益
者
の
約
３
％

に
あ
た
る
約
２
１
０
万
人
が
Ｗ

Ｅ
Ｐ
の
、
ま
た
80
万
人
が
Ｇ
Ｐ

Ｏ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
現
時
点
で
は
Ｓ
Ｓ

Ａ
の
サ
イ
ト
に
は
現
時
点
の
必

要
な
対
応
と
し
て
「
住
所
や
銀

行
口
座
を
最
新
の
も
の
に
す
る

以
外
、
特
に
手
続
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
非
常

に
簡
素
な
情
報
だ
け
が
載
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
現
時

点
で
は
、
現
在
の
郵
送
先
住
所

と
、
最
近
変
更
さ
れ
た
場
合
は

口
座
振
込
情
報
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
以
外
の
措
置
を
講
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
、
電
話
を
か
け
た

り
、
社
会
保
障
を
訪
れ
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
個
人
の
私
の
社

会
保
障
ア
カ
ウ
ン
ト
で
こ
れ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。www.ssa.gov/

myaccount 

に
ア
ク
セ
ス
し

て
サ
イ
ン
イ
ン
す
る
か
、
ア
カ

ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
実
装
に
関
す
る

最
新
情
報
を
継
続
的
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。　
　

　

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
廃
止
以
前
に

２
０
２
３
年
4
月
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
か

ら
２
０
２
２
年
7
月
1
日
付
け

で
、
日
本
の
国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
適
用
対
象
外
で
あ
る
と
い

う
通
知
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
誤

適
用
に
対
す
る
年
金
額
の
還
付

作
業
が
継
続
中
で
す
。
今
回
の

改
定
と
は
別
の
還
付
作
業
で
す

か
ら
還
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
引
き
続
き
還
付
請
求
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
廃
止
決
定

は
日
本
の
厚
生
年
金
受
給
者
で

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
減
額
を
受
け
て
い
る

人
の
み
な
ら
ず
、
将
来
日
本
の

厚
生
年
金
と
米
国
年
金
を
受
給

予
定
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
対
象
と
な
る

方
に
も
大
変
な
吉
報
で
す
。

　

例
え
ば
２
０
２
４
年
に
62
歳

と
な
っ
た
方
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る

最
大
減
額
金
額
が
月
額
５
８
７

ド
ル
で
し
た
。
こ
の
減
額
が
無

く
な
り
ま
す
。
同
時
に
そ
の
配

偶
者
の
方
の
年
金
額
も
増
額
さ

れ
ま
す
の
で
ご
夫
妻
に
と
り
大

変
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
Ｇ
Ｐ
Ｏ
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
で
、
年
間
88
億
ド
ル

の
年
金
支
出
が
増
え
る
と
の
予

測
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
試
算

で
は
、
２
０
３
５
年
に
は
米
国

年
金
の
財
源
が
不
足
し
て
年
金

支
払
額
の
減
額
が
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
Ｗ

Ｅ
Ｐ
と
Ｇ
Ｐ
の
廃
止
は
年
金
財

源
の
不
足
を
早
め
る
と
予
測
す

る
意
見
も
あ
り
ま
す
。
米
国
社

会
保
障
制
度
は
、
基
金
の
コ
ス

ト
と
歳
入
の
シ
ス
テ
ム
に
変
更

を
加
え
な
い
限
り
、
根
本
原
因

に
対
処
す
る
た
め
に
退
職
制
度

再
構
築
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

最
近
日
本
の
経
済
誌
に
米
国

の
年
金
額
は
日
本
の
年
金
額
の

２
・
８
倍
に
相
当
す
る
と
の
記

載
が
あ
り
ま
し
た
。
す
っ
き
り

し
た
米
国
年
金
制
度
の
持
続
性

を
心
よ
り
祈
念
す
る
次
第
で

す
。

し
た
加
納
さ
ん
は
、「
命
の
続

く
限
り
日
系
社
会
の
た
め
に
働

き
た
い
」
と
述
べ
、
現
在
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
会
長
を
務
め
る
加
納
麻
紀

さ
ん
ら
３
人
の
娘
と
夫
、
５
人

の
孫
、
長
年
加
納
さ
ん
を
支
え

て
き
た
文
子
夫
人
に
感
謝
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

　

加
納
さ
ん
の
前
職
は
日

本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。

１
９
５
８
年
に
老
舗
百
貨
店
大

丸
に
入
社
。
大
阪
本
社
で
宣
伝

部
長
、
経
営
企
画
室
副
室
長
を

務
め
た
後
、
１
９
７
３
年
か
ら

12
年
間
、
大
丸
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
駐
在
員
事
務
所
長
を
務
め

た
。
85
年
に
独
立
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す
る
消
費
者

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
を
設
立
。
過
去

45
年
間
、
主
に
日
系
お
よ
び
米

系
企
業
を
対
象
に
、
日
本
の

小
売
お
よ
び
消
費
者
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
と
し
て

活
動
し
２
０
０
３
年
に
引
退
。

２
０
０
５
年
に
米
国
日
本
人
医

師
会
の
会
長
に
就
任
し
た
本
間

氏
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た

手
腕
を
買
わ
れ
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
事
務

局
長
に
就
任
、
第
二
の
キ
ャ
リ

ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

優
先
さ
れ
る
。

　

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ボ
ア
ズ
議
員

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
第
73

地
区
）
は
「
ホ
ー
ム
端
の
柵
は
、

駅
の
安
全
性
を
高
め
、
人
々
に

安
心
感
を
与
え
る
」
と
し
て
、

昨
年
、
Ｍ
Ｔ
Ａ 

が
試
験
的
に

導
入
し
て
地
下
鉄
の
安
全
性
に

関
す
る
総
合
計
画
の
一
環
と
し

て
１
０
０
か
所
の
駅
で
の
柵
の

導
入
を
称
賛
し
て
い
る
。（
ワ

イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

地
下
鉄
の
安
全
対
策

Ｎ
Ｙ
州
と
市
が
強
化
発
表

■百貨店大丸NY駐在員で来米
■米国日本人医師会事務局長
■日系医療支援ネットワーク理事
■日米カウンセリングセンターや
NY野口英世記念会で要職

森
大
使
か
ら
表
彰
さ
れ
る
加
納
さ
ん
（
左
）

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
全
米
日
系

人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
）
は
、

第
１
１
９
議
会
で
早
期
に
再

提
出
さ
れ
る
予
定
の
「
敵
で

は
な
く
隣
人
法
（Neighbors 

Not Enemies Act

）」
を
支
持

す
る
声
明
を
１
月
24
日
に
出
し

た
。
こ
の
法
案
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
、
ア
メ
リ
カ
市
民

権
を
持
た
な
か
っ
た
日
系
、
ド

イ
ツ
系
、
イ
タ
リ
ア
系
移
民

3
万
１
０
０
０
人
を
強
制
収

容
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た

１
７
９
８
年
の
「
敵
性
外
国

人
法
（Alien Enemies Act

）」

を
廃
止
す
る
も
の
。 

　
「
こ
の
法
案
を
支
持
す
る
こ

と
は
、
元
収
容
者
が
経
験
し
た

深
刻
な
被
害
を
確
認
す
る
こ
と

で
あ
り
、
今
後
、
他
の
グ
ル
ー

プ
が
標
的
と
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
保
証
す
る
助
け
と
な
る

と
と
も
に
、
メ
キ
シ
コ
人
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
人
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
人
移
民
を
大
量
強
制
退
去
の

対
象
と
す
る
と
い
う
提
案
を
含

む
、
今
後
の
反
移
民
政
策
と
闘

う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
、「
日
系
、
ド

イ
ツ
系
、
イ
タ
リ
ア
系
収
容
者

の
経
験
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
米

国
に
お
け
る
強
制
収
容
の
歴
史

を
、
次
世
代
の
た
め
に
全
国
レ

ベ
ル
で
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
法
案
が
上
下
両
院
で

可
決
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
、
全
米
日
系
人
博
物
館

館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る
ア

ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
氏
は
語
る
。 

敵
性
外
国
人
法
廃
止
法
案

近
く
米
国
議
会
で
審
議
へ

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://www.Jhelp.com
http://nenkinichikawa.org
www.ssa.gov/myaccount�
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日
曜
定
休
法
に
反
発

大
手
モ
ー
ル
が
営
業
強
行

　

1
月
17
日
付
の
Ｎ
Ｊ
州
バ
ー

ゲ
ン
郡
の
地
元
紙
「
ザ
・
レ
コ

ー
ド
」
電
子
版
の
記
事
は
、
日

曜
の
営
業
を
休
み
と
す
る
同
郡

の
ブ
ル
ー
・
ロ
ー
（
厳
格
な
法

律
）
と
、
日
曜
営
業
を
続
け
て

い
る
同
郡
内
の
巨
大
モ
ー
ル

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」

の
対
立
に
つ
い
て
伝
え
た
。

　

同
郡
は
17
世
紀
以
降
、
家
具

や
家
電
、
洋
服
、
車
な
ど
不
要

不
急
な
商
品
の
販
売
を
禁
じ

る
法
律
の
施
行
を
継
続
し
て

い
る
。
屋
内
に
高
さ
３
０
０

フ
ィ
ー
ト
の
観
覧
車
も
あ
る

２
０
１
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

同
モ
ー
ル
は
少
な
く
と
も
１
年

間
は
日
曜
営
業
を
続
け
て
お

り
、
同
郡
の
法
律
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
は
礼

拝
や
休
息
の
た
め
に
日
曜
の
労

働
を
規
制
す
る
目
的
の
立
法
だ

っ
た
が
、
普
段
は
４
か
所
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
出
入
り

す
る
車
で
混
雑
す
る
た
め
、
せ

め
て
日
曜
は
安
息
し
た
い
と
す

る
支
持
者
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。
同
郡
当
局
は
、
同
モ
ー
ル

は
同
法
を
「
無
視
し
て
い
る
」

と
し
、声
明
で
「
違
反
行
為
で
、

不
公
平
な
利
益
を
得
て
い
る
」

と
伝
え
て
い
る
。

　

一
方
、
同
モ
ー
ル
を
経
営
す

る
カ
ナ
ダ
の
企
業
ト
リ
プ
ル
・

フ
ァ
イ
ブ
の
ド
ン
・
ガ
ー
メ
ジ

ア
ン
経
営
責
任
者
は
「
日
曜
に

営
業
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
い

つ
で
も
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
郡
当

局
は
昨
年
５
月
、
同
モ
ー
ル
の

土
地
を
所
有
す
る
Ｎ
Ｊ
州
ス
ポ

ー
ツ
・
展
示
施
設
運
営
協
会（
Ｎ

Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
に
対
し
同
法
を
施

行
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
同
法

順
守
を
強
制
す
る
権
利
は
な

い
、
と
却
下
さ
れ
て
い
る
。
同

郡
は
今
後
、
Ｎ
Ｊ
州
検
事
当
局

に
事
態
の
明
確
化
を
求
め
る
と

し
て
い
る
。

NJ州
バーゲン郡

NJ 日本人会

新年名刺交換会
寒波に負けず盛況

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
（Japanese 

American Association of 
NJ

・
近
藤
三
奈
会
長
）
は
１

月
22
日
夕
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
エ
ッ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ア
メ
リ
カ
ン

リ
ー
ジ
ョ
ン
を
会
場
に
、
恒
例

の
新
年
名
刺
交
換
会
を
開
催
し

た
。
外
は
摂
氏
氷
点
下
10
度
と

い
う
寒
さ
の
中
、
約
60
人
が
集

ま
り
、
熱
気
の
溢
れ
る
会
場
で

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

を
行
っ
た
。

　

宝
酒
造
寄
贈
の
鏡
割
り
と
、

三
線
の
ソ
ニ
ー
落
合
師
匠
に
よ

る
沖
縄
音
楽
で
新
年
を
祝
い
、

古
本
不
動
産
の
古
本
武
司
会
長

が
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
。
Ｎ

Ｊ
日
本
人
会
の
近
藤
三
奈
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
バ
ー
ゲ
ン
カ

ウ
ン
テ
ィ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

オ
フ
ィ
ス
か
ら
同
郡
へ
の
貢
献

を
認
め
ら
れ
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学

天
野
貴
史
助
教
授
を
は
じ
め
５

人
が
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の
後
に

行
わ
れ
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

か
ら
提
供
さ
れ
た
日
本
行
き
ビ

　

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
１
月

20
日
の
就
任
日
当
日
だ
け
で
地

球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
な
枠

組
み
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
の
離

脱
な
ど
、
26
の
大
統
領
令
に
署

名
し
た
。
覚
書
や
布
告
を
含
め

る
と
40
以
上
の
書
類
に
署
名
し

た
。
バ
イ
デ
ン
前
政
権
で
の
78

の
大
統
領
令
の
撤
回
な
ど
、
前

政
権
か
ら
の
大
き
な
転
換
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。
23
日
ま
で

に
署
名
し
た
お
も
な
大
統
領
令

（
布
告
、
覚
書
含
む
）
は
以
下

の
通
り
。

【
連
邦
政
府
関
係
】

　

①
政
府
効
率
化
省
の
設
置
②

政
府
に
よ
る
検
閲
の
即
時
停
止

③
軍
人
、
安
全
保
障
、
移
民
関

連
な
ど
一
部
の
役
職
を
除
き
、

連
邦
職
員
の
雇
用
を
凍
結
す
る

④
雇
用
保
護
の
適
用
さ
れ
な
い

連
邦
職
員
職
を
復
活
さ
せ
る
⑤

政
府
職
員
の
在
宅
勤
務
を
廃
止

し
職
場
勤
務
と
す
る
（
覚
書
）

⑥
法
執
行
機
関
の
武
器
化
と
諜

報
機
関
の
武
器
化
に
関
連
す
る

連
邦
政
府
の
過
去
の
不
正
行
為

を
是
正
⑦
忠
実
な
死
刑
執
行
な

ど
。

【
移
民
と
国
境
対
策
】
①
米
国

と
メ
キ
シ
コ
国
境
に
国
家
非
常

事
態
を
宣
言
、
国
境
へ
の
軍
隊

の
派
遣
や
国
境
の
壁
建
設
を
行

う
②
南
部
国
境
に
勾
留
施
設
を

設
置
③
移
民
裁
判
の
手
続
き
を

待
つ
間
、
米
国
に
留
ま
る
こ
と

を
認
め
る
「
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ン

ド
・
リ
リ
ー
ス
」
を
禁
止
し
不

法
滞
在
す
る
者
全
員
を
拘
留
、

国
外
追
放
す
る
④
不
法
移
民
に

子
供
に
つ
い
て
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
「
出
生
地
主
義
」

を
廃
止
す
る
④
亡
命
希
望
者
は

審
査
中
メ
キ
シ
コ
で
待
機
す
る

こ
と
を
義
務
つ
け
る
政
策
の
再

開
⑤
カ
ル
テ
ル
を
「
外
国
テ
ロ

組
織
」
に
指
定
す
る
⑥
医
療
や

犯
罪
歴
を
提
供
で
き
な
い
外
国

人
の
入
国
制
限
（
布
告
）
な
ど
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
多
様
性
】
①

連
邦
政
府
で
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様

性
、
公
平
性
、
包
括
性
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
終
了
②
政
府
が
認
め

る
の
は
男
性
と
女
性
の
性
別
の

み
と
す
る
③
連
邦
刑
務
所
に
お

け
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

人
々
に
対
す
る
保
護
の
撤
廃

【
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
】

①
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
緊
急
事
態

を
宣
言
し
、
特
定
の
環
境
規
制

を
停
止
、
特
定
の
採
掘
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
許
可
の
迅
速
化
②
バ
イ

デ
ン
政
権
が
行
っ
て
い
た
電
気

自
動
車
普
及
政
策
の
撤
廃
③
ア

ラ
ス
カ
の
石
油
・
ガ
ス
の
採
掘

促
進
④
風
力
発
電
所
の
た
め
の

連
邦
水
域
や
陸
域
の
リ
ー
ス
停

止
（
覚
書
）

【
国
際
関
係
】
①
パ
リ
協
定
か

ら
の
離
脱
②
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
の
離
脱
③
イ

エ
メ
ン
の
反
政
府
武
装
組
織
フ

ー
シ
派
の
「
外
国
テ
ロ
組
織
」

再
指
定
④
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
で
合
意
し
た
法

人
税
の
最
低
税
率
は
米
国
で
は

効
力
を
持
た
な
い
と
通
知
す
る

（
覚
書
）
⑤
海
外
援
助
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
⑥
不
正
貿
易
の

調
査
な
ど
。

【
そ
の
ほ
か
】
①
メ
キ
シ
コ
湾

は
ア
メ
リ
カ
湾
に
改
名
、
ア
ラ

ス
カ
州
の
デ
ナ
リ
山
は
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
山
に
戻
す
②
２
０
２
１

年
１
月
６
日
の
連
邦
議
会
乱
入

事
件
で
有
罪
と
な
っ
た
人
た
ち

に
恩
赦
や
減
刑
③TikTok

禁

止
法
に
75
日
間
の
執
行
猶
予
⑤

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
、ロ
バ
ー
ト
・

ケ
ネ
デ
ィ
上
院
議
員
、
マ
ー
テ

ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧

師
の
暗
殺
に
関
す
る
記
録
の
機

密
解
除
な
ど
。

ジ
ネ
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
往
復
航
空

券
の
ラ
ッ
フ
ル
も
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
た
、
当
日
午
後

は
同
会
場
で
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
主

催
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
た
。

　

大
統
領
令
に
よ
る
と
、
合
衆

国
憲
法
修
正
第
14
条
は
「
米
国

で
出
生
ま
た
は
帰
化
し
、
そ
の

管
轄
権
に
服
す
る
す
べ
て
の
者

は
、
米
国
お
よ
び
居
住
す
る
州

の
市
民
で
あ
る
」
と
規
定
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
１
８
５
７
年

の
ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
対
サ

ン
フ
ォ
ー
ド
判
決
で
ア
フ
リ
カ

系
の
人
々
を
米
国
市
民
と
認
め

な
い
と
の
「
恥
ず
べ
き
最
高
裁

判
決
を
否
認
す
る
た
め
の
も
の

だ
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
米
国

内
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
人
に

普
遍
的
に
市
民
権
を
与
え
る
と

解
釈
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
」
と

し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
米
国
で
生
ま
れ
て

も
次
の
２
つ
の
場
合
は
市
民
権

が
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
し
た
。

　

①
そ
の
人
の
母
親
が
米
国
に

不
法
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の

人
の
出
生
時
に
父
親
が
米
国
市

民
ま
た
は
合
法
的
な
永
住
者
で

は
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
②

そ
の
人
の
出
生
時
に
母
親
が
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
合

法
で
は
あ
る
が
一
時
的
で
あ
っ

た
場
合
（
ビ
ザ
免
除
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
下
で
米
国
を
訪
問
し
て
い

た
場
合
や
、
学
生
、
就
労
、
観

光
ビ
ザ
で
訪
問
し
て
い
る
場
合

な
ど
）
で
、
そ
の
人
の
出
生
時

に
父
親
が
米
国
市
民
ま
た
は
合

法
的
な
永
住
者
で
は
な
か
っ
た

場
合
。

　

連
邦
司
法
省
は
市
民
権
の
な

い
不
法
移
民
の
子
供
は
「
管
轄

権
に
服
す
る
者
」
に
含
ま
れ
な

い
と
し
大
統
領
令
の
正
当
性
を

訴
え
て
い
る
。
し
か
し
ほ
と
ん

ど
の
専
門
家
は
、「
出
生
地
主

義
」
の
変
更
に
は
憲
法
の
修
正

が
必
要
で
あ
り
、
上
下
両
院
の

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
と
各
州

の
承
認
が
必
要
と
の
見
方
を
し

て
い
る
。（
１
面
に
関
連
記
事
）

出
生
に
関
す
る
大
統
領
令
の
根
拠

専
門
家
は
憲
法
の
修
正
が
必
要
の
見
解

26
の
大
統
領
令
次
々
に

40
以
上
の
書
類
に
署
名

◎不法移民の子供の「出生地主義」を廃止
◎政府が認めるのは男性と女性の性別のみ
◎パリ協定からの離脱
◎世界保健機関（ＷＨＯ）からの離脱
◎メキシコ湾はアメリカ湾に改名
◎不法滞在する者全員を拘留、国外追放
◎アラスカの石油・ガスの採掘促進
◎政府職員の在宅勤務を廃止
◎国境への軍隊の派遣や国境の壁建設

主な大統領令

　

上
智
ソ
フ
ィ
ア
会
と
Ｎ
Ｙ
青

山
学
院
校
友
会
は
26
日
（
日
）

に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「1803NYC

」
で
合
同
新

年
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
23

人
が
お
い
し
い
ケ
イ
ジ
ャ
ン
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
和
や

か
な
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。
上
智

ソ
フ
ィ
ア
会
会
長
の
我
謝
京
子

さ
ん
は
「
今
回
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
増
や
し
て
い
き
た
い
」

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
青
学
校
友
会
会
長

の
菊
池
慎
一
郎
さ
ん
は
「
今
後

も
上
智
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
新

年
の
豊
富
を
語
っ
た
。
参
加
者

は
持
ち
寄
っ
た
心
の
こ
も
っ
た

ラ
ッ
フ
ル
の
景
品
を
抱
え
帰
途

に
着
い
た
。　
（
山
本
み
ゆ
き
）

上智ソフィア会と
　NY青山学院校友会

合同で新年会を開催

https://www.fivelightscenter.com/
https://www.maxjob.com/
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 おだいじに
カイロプラクティックの

基礎知識 

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
用

語
で
サ
ブ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
接
骨
の
位
置
が
ず
れ
て

い
た
り
、
動
き
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
、
単
に
背
骨
だ
け

で
な
く
、
頭
蓋
骨
や
手
足
の
関

節
に
も
影
響
が
起
こ
り
得
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
経
に
圧
迫

を
加
え
炎
症
さ
せ
、
神
経
の
働

き
を
過
敏
に
さ
せ
た
り
、
鈍
感

に
さ
せ
た
り
と
異
常
を
も
た
ら

し
ま
す
。
背
骨
の
中
に
位
置
す

る
脊
髄
と
呼
ば
れ
る
体
の
中
で

一
番
太
い
神
経
が
小
脳
に
情
報

を
伝
達
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ

で
す
か
。
小
脳
は
体
の
バ
ラ
ン

ス
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

支
配
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
研

究
で
は
、
小
脳
の
機
能
は
、
こ

の
よ
う
な
体
の
肉
体
的
バ
ラ
ン

ス
な
ど
だ
け
な
の
で
は
な
く
、

適
切
な
認
知
機
能
や
情
緒
的
な

安
定
性
を
も
支
配
す
る
こ
と
に

も
密
接
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
最
新

の
医
学
研
究
の
下
、
身
体
的
、

精
神
的
と
も
に
症
状
を
発
す
る

繊
維
筋
痛
は
、
背
骨
を
中
心
と

し
た
歪
み
を
解
消
す
る
こ
と
に

よ
り
、
脊
髄
か
ら
小
脳
へ
の
情

報
伝
達
を
改
善
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
多
く
の
医
学
の
研
究
に
よ
り

以
下
に
変
え
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
の
治
療
が
繊
維
筋
痛
症
治
療

の
助
け
に
な
る
か
が
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
症
状
を

も
っ
と
早
く
改
善
さ
せ
た
り
安

定
さ
せ
る
た
め
に
軽
く
な
っ
て

い
く
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
を
加
え
る
こ
と
も
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
の

後
遺
症
や
慢
性
的
な
痛
み
や
不

快
感
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
は

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

Ｄ
ｒ
．
 ロ
ジ
ャ
ー
・
ミ
チ
ェ

ル
Ｄ
Ｃ
（
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
／
機
能
性
医
学
医
・
ノ
ー
ス

イ
ー
ス
ト
健
康
科
学
大
学
卒 

Ishitanihealth.com

）

自
信
を
も
っ
て
健
康
だ
と
言
え
ま
す
か
？
（
２
）　

本
紙
コ
ラ
ム
で
お
馴
染
み
、

Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
が
2

月
15
日
（
土
）
午
前
6
時
30
分

か
ら
8
時
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

発
音
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｌ
と
Ｒ
発
音

＆
聞
き
取
り 

完
全
マ
ス
タ
ー
」

を
開
催
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
は
Ｌ
と
Ｒ

の
英
語
の
口
と
耳
作
り
、
後
半

は
そ
の
発
音
と
聞
き
分
け
方
を

実
際
に
体
験
す
る
。
日
本
人
が

最
も
苦
手
と
す
る
Ｌ
と
Ｒ
の
音

の
違
い
を
は
っ
き
り
と
理
解

し
、
正
し
い
発
音
を
マ
ス
タ
ー

す
る
と
、
英
語
を
話
す
こ
と
や

聞
き
取
る
こ
と
が
怖
く
な
く
な

る
。
対
象
は
英
語
初
級
者
か
ら

上
級
者
ま
で
。
Ｌ
と
Ｒ
が
は
っ

き
り
と
聞
き
分
け
ら
れ
な
い

人
、
発
音
を
笑
わ
れ
て
悔
し
い

思
い
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、

「
Ｒ
は
舌
を
巻
い
て
発
音
す
る
」

「
唇
を
突
き
出
し
て
ウ
と
言
う
」

と
思
い
込
ん
で
い
る
人
、
知
っ

て
い
る
英
単
語
を
通
じ
る
英
語

に
変
え
た
い
人
な
ど
に
最
適
な

セ
ミ
ナ
ー
。

　

参
加
費
30
ド
ル
〜
。
録
画
付

き
レ
ッ
ス
ン
パ
ス
も
あ
り
、『
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
』
著
者

の
モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
に
よ
る
特

別
レ
ッ
ス
ン
。
申
し
込
み
は
Ｅ

メ
ー
ル info@slidemethod.

com 

か
ら
。

Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
発
音
セ
ミ
ナ
ー

L と R
発音 &聞き取り 
完全マスター
2月 15 日

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
で

は
、
2
月
16
日(

日)

午
後
１

時
30
分
か
ら
4
時
ま
で
、
人
生

最
期
の
迎
え
方
、
看
取
り
方
と

い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
講
演

会
を
企
画
し
て
い
る
。

『
波
動
で
生
き
る
』『
ワ
ン
ネ
ス

の
扉
』
の
著
者
、
ジ
ュ
リ
ア

ン
・
シ
ャ
ム
ル
ア
氏
と
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
ホ
ス
ピ
ス
で
看
取
り

レ
イ
キ
マ
ス
タ
ー
、
癒
し
ヒ
ー

ラ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
マ
テ
ィ

ア
ス
・
ミ
ホ
氏
に
よ
る
補
完
医

療
に
よ
る
人
生
の
選
択
に
つ
い

て
の
講
演
会
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
Ｎ
Ｙ
の

旋
回
舞
踊
家
ラ
ー
レ
小
夜
子

と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
族
の
楽
器
デ

ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
奏
者Evan 

W
orldwind

の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
幕
開
け
。
後
半
は
、
ジ
ュ
リ

ア
ン
氏
の
瞑
想
ワ
ー
ク
実
践
と

ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
演
奏
も
あ

る
特
別
イ
ベ
ン
ト
。

　

開
催
会
場
は
、
バ
ラ
ン

ス
・
ア
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
（
西

30
丁
目
１
５
１
番
地
）。
参

加
費
前
売
り
40
ド
ル
、
当
日

券
50
ド
ル
。
イ
ベ
ン
ト
後
の

懇
親
会
の
参
加
は
35
ド
ル
。

定
員
40
人
。
チ
ケ
ッ
ト
は

workshopnyc2025@gmail.
com

ま
で
。

人生最期の迎え方
看取りをテーマに
2 月16日にセミナー

売
上
を
極
大
に
、
経
費
を

極
小
に （
入
る
を
量
っ
て
、

出
ず
る
を
制
す
る
）

日
々
採
算
を
つ
く
る

　

経
営
と
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル

な
も
の
で
、
そ
の
基
本
は
い
か

　

経
営
と
い
う
も
の
は
、
月
末

に
出
て
く
る
採
算
表
を
見
て
行

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

細
か
い
数
字
の
集
積
で
あ

に
し
て
売
上
を
大
き
く
し
、
い

か
に
し
て
使
う
経
費
を
小
さ
く

り
、
毎
日
の
売
上
や
経
費
の
積

み
上
げ
で
月
次
の
採
算
表
が
つ

く
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
日
々

採
算
を
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
と

31

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
利
益
と
は
そ
の
差
で
あ
っ

て
、
結
果
と
し
て
出
て
く
る
も

の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
私
た
ち
は
い
つ
も
売
上
を
よ

り
大
き
く
す
る
こ
と
、
経
費
を

よ
り
小
さ
く
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、〔
原
材
料
費
〕
は

〔
総
生
産
〕
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
か
〔
販

促
費
〕
は
こ
れ
く
ら
い
必
要
だ

ろ
う
と
い
っ
た
常
識
や
固
定
概

念
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

売
上
極
大
、
経
費
極
小
の
た

め
の
努
力
を
、
日
々
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
な
が
ら
粘
り
強
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。

い
う
意
識
を
も
っ
て
経
営
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
日
の
数
字
を
見
な
い
で
経
営

を
行
う
の
は
、
計
器
を
見
な
い

で
飛
行
機
を
操
縦
す
る
こ
と
と

同
じ
で
す
。
こ
れ
で
は
飛
行
機

は
ど
こ
へ
飛
ん
で
い
き
、
ど
こ

に
着
陸
す
る
の
か
、
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
様

に
日
々
の
経
営
か
ら
目
を
離
し

た
ら
、
目
標
に
は
決
し
て
到
達

で
き
ま
せ
ん
。

　

採
算
表
は
一
人
一
人
の
毎
日

の
生
き
ざ
ま
が
累
積
し
た
結
果

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、
入塾に興味のある方
＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.seishinjukuny.org
Ishitanihealth.com
mailt:info@slidemethod.com
mailto:workshopnyc2025@gmail.com
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２
０
２
５
年
の
Ｈ
Ｒ
が
果
た
す
べ
き
パ
ー
パ
ス
（
2
）

クイックUSA

198

禍
で
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
熟

練
労
働
者
も
職
場
で
多
数
発
生

し
ま
し
た
。
労
働
力
不
足
は
ど

ん
な
業
種
や
組
織
で
あ
っ
て
も

も
は
や
無
視
す
る
こ
と
で
き

ず
、
日
々
の
業
務
で
は
喫
緊
の

大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企

業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
も

大
き
な
支
障
を
き
た
し
、
遅
延

や
停
滞
が
日
常
化
し
、
労
働
力

逼
迫
お
よ
び
人
材
不
足
、
そ
し

て
低
い
失
業
率
は
も
は
や
簡
単

に
は
解
決
で
き
そ
う
に
な
い
大

き
な
現
代
の
試
練
と
し
て
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
誰
も

否
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。

 　
今
年
の
Ｈ
Ｒ
が
果
た
さ
ね

ば
な
ら
な
い
パ
ー
パ
ス
は
学
習

能
力
の
あ
る
良
質
な
従
業
員
の

募
集
と
採
用
、
そ
し
て
さ
ら
に

重
要
で
あ
る
の
は
採
用
し
た

従
業
員
お
よ
び
現
在
働
い
て

い
る
従
業
員
の
維
持
と
定
着

な
ら
び
に
教
育
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
Ｈ
Ｒ
がPersonnel　

Department

で
あ
っ
た
時
代

に
立
ち
戻
っ
て
、
従
業
員
に
寄

り
添
っ
て
支
援
を
行
う
と
い
う

本
来
の
パ
ー
パ
ス
に
帰
還
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申

し
上
げ
ら
れ
ま
す
。
従
業
員
を

コ
ス
ト
と
し
て
見
る
の
で
は
な

く
、
資
産
と
し
て
捉
え
直
す
、

そ
の
こ
と
を
組
織
の
経
営
陣
や

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
説
得
や
プ
レ
ゼ
ン
を

続
け
る
、 

待
遇
改
善
や
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
の
拡
充
を
図
る
、教
育
、

と
り
わ
け
リ
ス
キ
リ
ン
グ
機
会

の
提
供
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
職

場
環
境
の
構
築
、
キ
ャ
リ
ア
の

開
発
、
従
業
員
側
に
立
っ
た
組

織
編
制
、
過
剰
な
職
場
ス
ト
レ

ス
の
低
減
、DEI

（Diversity, 
Equity &amp; Inclusion

）

へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
自
ら
の

存
在
を
示
す
た
め
に
も
パ
ー
パ

ス
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 　
従
来
ア
メ
リ
カ
で
は
、
企

業
は
株
主
の
も
の
と
い
う
認
識

が
非
常
に
強
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
し
て
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
金

融
調
査
機
関
が
大
手
企
業
の
経

営
陣
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
い

く
つ
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
で
は
多
く
の
企
業
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
従
業
員
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ー

　

１
９
８
０
年
に
入
っ
て
か

ら
、Personnel Department 

は
コ
ス
ト
削
減
に
そ
の
注
力
が

移
り
、
Ｈ
Ｒ Department

に

名
称
が
変
更
に
な
っ
て
か
ら

も
、
何
と
コ
ロ
ナ
禍
が
訪
れ
る

２
０
２
０
年
代
初
頭
ま
で
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
の
傾
向
は
続
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
中
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
た
こ

と
が
大
き
な
転
換
期
と
な
っ

て
、
Ｈ
Ｒ
が
注
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
や
パ
ー
パ
ス
は

以
降
大
き
く
振
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
世
界
的
な
感

染
症
か
ら
組
織
は
従
業
員
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
の
行

き
来
も
厳
し
い
制
限
を
受
け

て
、
労
働
人
口
の
伸
び
に
も
急

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
コ
ロ
ナ

　

フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ

州
知
事
は
1
月
20
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
車
で
通
勤
す
る
同
州

在
住
者
が
、
９
ド
ル
の
渋
滞
税

を
回
避
し
Ｎ
Ｊ
州
内
で
勤
務
で

き
る
よ
う
、
雇
用
す
る
Ｎ
Ｙ
拠

点
の
企
業
に
助
成
金
を
補
償
す

る
制
度
の
促
進
を
始
め
た
。

　

２
０
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
る

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
60
丁
目
以
南
に
オ
フ
ィ

ス
を
構
え
る
企
業
に
助
成
金
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｊ
州
在

住
の
従
業
員
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ル
ダ
ー
と
し
て
の
重
要
度
を
株

主
よ
り
も
高
く
位
置
付
け
た
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
。
折
し
も
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー

ズ
ン
中
で
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

の
店
舗
や
ア
マ
ゾ
ン
の
配
送
セ

ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
ボ
ー
イ
ン

グ
社
で
の
ス
ト
突
入
、
そ
れ
以

前
に
も
大
手
医
療
機
関
や
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
の
大
規
模

な
ス
ト
決
行
が
あ
り
、
組
合
活

動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
60
年
代
や

70
年
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う

な
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
労
働
市
場
が

安
定
し
て
い
て
豊
か
な
労
働
市

場
が
存
在
し
て
い
た
時
代
は
も

う
当
面
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
を

い
ま
や
企
業
は
肝
に
据
え
る
べ

き
時
代
な
の
で
す
。

 　
先
ほ
ど
列
挙
し
た
Ｈ
Ｒ
の

パ
ー
パ
ス
は
今
年
1
年
間
で
達

成
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能

で
す
。
膨
大
な
時
間
が
か
か
る

こ
と
は
承
知
の
上
で
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
Ｈ
Ｒ
は

NY企業に助成金
渋滞税の代わりにNJ 勤務を

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
Ｈ
Ｒ
ご

自
身
な
ら
び
に
経
営
陣
が
強
く

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

が
転
換
の
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
コ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
的
な
パ
ー
パ
ス
で
は
早

晩
立
ち
行
か
な
る
こ
と
は
論
を

待
ち
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
同

じ
パ
ー
パ
ス
を
変
え
ず
に
惰
性

的
に
続
け
て
い
く
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
す
。
そ
の
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
れ
ば
、
遅
か
れ
早

か
れ
、
企
業
競
争
の
中
で
後
塵

を
拝
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
は
誰
も

望
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

２
０
２
５
年
は
そ
の
第
一
歩

を
果
敢
に
踏
み
出
し
、
今
後
Ｈ

Ｒ
の
果
た
す
べ
き
パ
ー
パ
ス
の

リ
セ
ッ
ト
を
ま
ず
は
や
り
遂
げ

て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

ク
ま
た
は
ハ
ド
ソ
ン
川
西
岸
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
就
業

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｊ
州
政
府
経
済
開
発
機

構
は
「
も
う
う
ん
ざ
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
に
は
も

っ
と
価
値
が
あ
る
。
Ｎ
Ｊ
で
働

く
こ
と
を
手
伝
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
り
ま
す
」と
謳
っ
た
同「
Ｎ

Ｙ
リ
ア
サ
イ
ニ
ン
グ
・
イ
ン
・

ス
テ
ー
ト
・
エ
ン
プ
ロ
イ
ー
ズ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
看
板
を
39
丁

目
の
リ
ン
カ
ー
ン
ト
ン
ネ
ル
入

り
口
、
西
１
５
５
丁
目
の
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
ハ
イ
ウ
エ
ー
、
ク

ロ
ス
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
高
速
道
路
、

メ
ジ
ャ
ー
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
高
速

道
路
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
側
に
設
置
し
た
。

　

看
板
の
ほ
か
に
も
同
州
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
電
車
内
、
タ
ク
シ
ー

車
内
で
宣
伝
を
続
け
る
と
い

う
。
同
州
は
、
連
邦
裁
判
所
に

混
雑
税
導
入
を
阻
止
す
る
複
数

の
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
た
が
、

Ｎ
Ｙ
州
と
都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ

Ａ
）
の
同
税
執
行
の
結
果
と
な

っ
た
。
Ｎ
Ｙ
州
は
、
Ｎ
Ｊ
州
か

ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
３
ド
ル
割

引
を
決
定
し
た
が
、
Ｎ
Ｊ
州
政

府
は
、
将
来
的
に
税
額
は
当
初

の
15
ド
ル
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
、
同
措
置
は
適
当
で
は

な
い
、
と
伝
え
て
い
る
。

　

日
本
航
空
は
、
成
田
＝
シ
カ

ゴ
線
を
5
月
31
日
よ
り
開
設

し
、
ま
た
夏
ダ
イ
ヤ
期
間
に
お

い
て
、成
田
＝
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、

ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
線
を
3
月
30
日

よ
り
、関
西
＝
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

ホ
ノ
ル
ル
線
、
中
部
＝
ホ
ノ
ル

ル
線
を
7
月
18
日
よ
り
増
便
し

毎
日
運
航
す
る
。
ま
た
エ
ア
バ

ス
Ａ
３
５
０ 

１
０
０
０
型
機

を
夏
ダ
イ
ヤ
中
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
線
へ
投
入
す
る
。
同
社
は 

昨
年
12 

月
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
と
国
際
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
し
観

戦
ツ
ア
ー
を
設
定
す
る
な
ど
、

日
米
間
の
人
流
創
出
に
貢
献
し

て
い
く
。

日
本
航
空
が

日
米
路
線
増
便

成
田
＝
シ
カ
ゴ
線
を
開
設

 

Ｎ
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

Ｋ
ー
１
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
を
受

け
取
っ
た
ん
じ
ゃ
が
、
こ
れ
は

な
ん
じ
ゃ
？
そ
れ
に
全
然
見
方

が
わ
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
。
教
え

て
く
れ
ん
か
？
」
会
社
経
営
者

の
鬣
（
た
て
が
み
）
が
会
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
；
通
称
、

譲
謙
）に
お
も
む
ろ
に
尋
ね
た
。　
　

　
「
鬣
さ
ん
、
フ
ォ
ー
ム

（Form

）
Ｋ
ー
１
は
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
や
Ｓ
コ
ー
プ
が
発
行

す
る
も
の
で
す
。
も
し
か
す
る

と
鬣
さ
ん
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
か
Ｓ
コ
ー
プ
に
投
資
し
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」「
そ

う
じ
ゃ
、
先
日
、
友
達
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
Ｌ
Ｌ
Ｃ
を
つ
く
っ

た
の
で
、そ
こ
に
投
資
し
た
ぞ
。

Ｌ
Ｌ
Ｃ
じ
ゃ
ぞ
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
も
Ｓ
コ
ー
プ
で
も
な

い
ぞ
。」「
そ
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
申
告
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
そ
も
そ
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
Ｓ
コ
ー
プ
と
Ｌ
Ｌ
Ｃ

の
違
い
は
何
じ
ゃ
？
」「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
簡
単
に
い
う

と
個
人
事
業
主
の
集
ま
り
で

す
。
Ｓ
コ
ー
プ
は
法
律
上
は
会

社
形
態
な
の
で
す
が
、税
法
上
、

そ
の
会
社
自
体
に
は
税
金
が
か

か
ら
ず
、
株
主
が
そ
こ
で
儲
け

た
お
金
を
直
接
個
人
税
で
申
告

し
て
税
金
を
納
め
る
会
社
で

す
。
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、
税
務
上
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
会
社
形
態

に
も
な
れ
る
組
織
で
す
。
パ
ー

ト
ナ
ー
と
か
株
主
と
似
た
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
と
言
わ
れ
る
人
た

ち
が
構
成
す
る
組
織
で
す
。
い

わ
ば
、
会
社
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
両
方
の
性
格
を
も
つ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
組
織
で
す
。
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
Ｓ
コ
ー
プ
と

Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
共
通
点
で
す
が
、
い

ず
れ
も
組
織
が
税
金
を
支
払
わ

フ
ォ
ー
ム
Ｋ
ー
１
と
は
？

ず
そ
の
構
成
員
で
あ
る
、
パ
ー

ト
ナ
ー
や
株
主
や
メ
ン
バ
ー
が

直
接
申
告
し
税
金
を
支
払
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を

パ
ス
ス
ル
ー
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(Pass-through entity)

と
い

い
ま
す
」

　
「
そ
う
か
、
そ
れ
で
、Form 

K-1

に
は
な
に
が
載
っ
て
い
る

の
じ
ゃ
？
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
自
体
で
は
税
金
を
支
払
わ

ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
株
主
、
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
個
人
ま
た
は
法

人
が
税
金
を
申
告
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
そ
の
個
人
ま
た
は

法
人
が
申
告
す
る
と
き
に
必

要
と
な
る
税
務
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
」「
具
体
的
に

い
っ
た
い
な
ん
な
ん
じ
ゃ
？
」

「
各
事
業
体
の
本
業
の
事
業
損

益
の
金
額
の
他
、Separately 

Stated Items

と
よ
ば
れ
る
次

の
よ
う
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
年
以
下
の
株
の
譲

渡
損
益
、
１
年
超
の
株
の
譲

渡
損
益
、
不
動
産
の
売
却
損

益
、
慈
善
寄
付
金
の
金
額
、
低

減
税
率
の
配
当
金
額
、
控
除

可
能
な
配
当
金
額
、
外
国
税

額
、Goodwill

の
償
却
額
な

ど
で
す
」「
結
構
た
く
さ
ん
あ

る
の
う
」「
は
い
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
と
Ｓ
コ
ー
プ
と
Ｌ
Ｌ

Ｃ
の
税
務
申
告
書
の
１
ペ
ー
ジ

目
で
は
本
業
の
事
業
損
益
が
計

算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
情

報
だ
け
で
は
個
人
ま
た
は
法
人

税
申
告
書
は
作
成
で
き
ま
せ

ん
。
各
税
務
申
告
書
に
関
わ

るSeparately Stated Items

はSchedule K

に
書
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
各
個
別
のK-1

に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
様

式
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
ほ
う
、

な
る
ほ
ど
、
そ
う
な
っ
て
い
た

の
か
」

　
「
と
こ
ろ
で
Ｋ
ー
１
に
は
期

日
が
あ
る
の
か
？
」「
暦
年
の

組
織
で
は
、
最
低
で
も
個
人
税

や
法
人
税
の
申
告
の
前
に
Ｋ
ー

１
が
必
要
な
の
で
、
個
人
税
や

法
人
税
の
期
日
の
１
か
月
前
の

3
月
15
日
が
期
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。
延
長
し
た
場
合
に
は
9

月
15
日
に
な
り
ま
す
」「
そ
う

か
、
そ
れ
じ
ゃ
な
い
と
税
金
の

申
告
の
4
月
15
日
や
10
月
15
日

に
間
に
合
わ
な
く
な
る
も
ん

な
。
よ
く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP
）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　
世
界
各
地
で
発
行
さ
れ
て
い

る
ロ
ー
カ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
編

集
の
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
マ
ガ
ジ

ン
﹁
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
﹂
は
毎

年
、
世
界
の
各
都
市
に
住
む
何

千
人
も
の
人
々
に
、
自
身
が
暮

ら
す
街
に
つ
い
て
の
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
﹁
ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
50
﹂
ラ
ン

キ
ン
グ
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ

の
２
０
２
５
年
版
ラ
ン
キ
ン
グ

が
発
表
さ
れ
た
。

　
1
位
に
選
ば
れ
た
の
は
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
。

山
と
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
め
る
自
然
豊
か
な
こ
の
街

は
、
世
界
で
最
も
個
性
的
な
ナ

イ
ト
ラ
イ
フ
を
持
ち
、
世
界
最

高
峰
の
ワ
イ
ン
を
誇
る
。
２
位

は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
。
文
化
と

歴
史
の
象
徴
で
あ
る
数
多
く
の

寺
院
や
、
緑
地
空
間
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
ベ
ン
ジ
ャ
キ
テ

ィ
公
園
な
ど
の
公
園
、
ス
ト
リ

ー
ト
フ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
食

文
化
は
比
類
が
な
い
。
3
位
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
調
査
に
参
加

し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
92
％

が
、
世
界
ク
ラ
ス
の
ア
ー
ト
と

文
化
シ
ー
ン
を
高
く
評
価
し

た
。
東
京
は
31
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
。
人
々
の
礼
儀
正
し
さ
、
街

の
清
潔
さ
、
効
率
的
な
公
共
交

通
機
関
は
常
に
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　
ト
ッ
プ
10
の
４
位
以
下
は
次

の
通
り
。
４
位
メ
ル
ボ
ル
ン

︵
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
︶、
５
位
ロ

ン
ド
ン
︵
イ
ギ
リ
ス
︶、
６
位

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
︵
ア
メ
リ

カ
︶、
７
位
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ

︵
メ
キ
シ
コ
︶、
８
位
ポ
ル
ト

︵
ポ
ル
ト
ガ
ル
︶、
９
位
上
海

︵
中
国
︶、
10
位
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
︵
デ
ン
マ
ー
ク
︶。
全
て
の

ラ
ン
キ
ン
グ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://w
w
w
.tim

eout.
com

/thin
gs-to-do/best-

cities-in-the-w
orld

を
参
照

す
る
。

世
界
各
都
市
の
住
民
が
選
ぶ

ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
50
ラ
ン
キ
ン
グ

第
１
位
は
南
ア
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
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We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
https://www.timeout.com/things-to-do/best-cities-in-the-world


2025年（令和 7年）2月 1日（土） ［総　合］　　（8  ）

　

全
国
で
唯
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
「
そ
ば
」
を
設
定
し
て

い
る
北
海
道
幌
加
内
高
校
の
生

徒
２
人
と
教
師
の
３
人
が
１
月

21
日
か
ら
27
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
そ
ば
処
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
の
蕎
麦
屋
で
１
週

間
、
海
外
研
修
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
１
年
前
に
蕎

麦
屋
を
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

グ
ル
ー
プ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の

八
木
ボ
ン
社
長
が
見
た
テ
レ
ビ

番
組
。
同
校
の
活
動
に
感
激
し

た
八
木
社
長
が
１
年
が
か
り
で

交
渉
し
て
私
費
で
３
人
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
招
い
た
。

　

幌
加
内
は
日
本
で
そ
ば
生

産
、
作
付
け
面
積
で
日
本
一
を

誇
る
町
。
同
校
そ
ば
局
の
大
森

拓
教
諭
と
高
校
２
年
生
の
作
田

康
喜
さ
ん
、
野
口
翔
さ
ん
が
来

米
し
た
。１
月
24
日
午
後
に
は
、

蕎
麦
屋
で
、
北
海
道
ゆ
か
り
の

会
の
武
田
勝
男
代
表
ら
メ
ン
バ

ー
と
日
系
地
元
紙
記
者
を
招
い

た
そ
ば
打
ち
の
実
演
と
試
食
会

が
行
わ
れ
た
。

　

大
森
さ
ん
は
「
海
外
で
生
徒

が
研
修
す
る
の
は
、
そ
ば
を
通

し
て
世
界
を
広
げ
る
い
い
機

会
。
卒
業
生
の
中
に
も
ド
イ
ツ

に
そ
ば
職
人
と
し
て
就
職
し
た

者
も
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
蕎
麦
を

食
べ
て
い
る
姿
を
見
て
励
ま
さ

れ
た
」
と
語
る
。

　

野
口
さ
ん
は
海
外
で
の
「
今

回
の
体
験
は
、
今
後
の
自
分
の

人
生
で
大
き
な
で
き
ご
と
」
と

話
す
。
同
校
は
、
今
年
１
月
７

日
に
は
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山

漁
村
の
宝
」
交
流
会
で
石
破
総

理
か
ら
激
励
を
受
け
る
な
ど
幌

加
内
高
校
の
取
り
組
み
が
地
域

を
超
え
て
認
め
ら
れ
全
国
で
注

目
を
集
め
た
。

　

八
木
さ
ん
は
「
幌
加
内
は

１
２
０
０
人
の
人
口
な
の
で
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強
し
て

学
校
で
発
表
し
て
い
た
だ
け
た

ら
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
じ
ゃ
な
く
て
、
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
の
諺
に
近
づ
け
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

幌
加
内
高
校
か
ら

そ
ば
実
習
生
来
米

蕎
麦
屋
の
八
木
さ
ん
招
く

　
「
料
理
の
鉄
人
」
や
「
ア
イ

ア
ン
・
シ
ェ
フ
・
ア
メ
リ
カ
」

へ
の
出
演
で
知
ら
れ
る
森
本
正

治
の
新
コ
ン
セ
プ
ト
店
が
昨
年

12
月
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ン

ボ
地
区
に
あ
る
「
タ
イ
ム
ア
ウ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
」（55 W

ater St.

） 

に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

今
年
70
歳
を
迎
え
る
森
本
氏

は
現
在
、
世
界
各
地
で
23
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
手
が
け
て
い
る
。

今
回
は
自
身
初
と
な
る
ハ
ン
ド

ロ
ー
ル
（
手
巻
き
寿
司
）
専
門

店
「Mori Mori

」
で
、
伝
統

的
な
手
巻
き
寿
司
の
ほ
か
、
独

創
的
な
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、
3
〜
4
種
類
の

手
巻
き
寿
司
セ
ッ
ト
が
3
タ
イ

プ
あ
り
、「
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
」

（
21
ド
ル
）
が
ス
パ
イ
シ
ー
ツ

ナ
、
あ
ぶ
り
ス
パ
イ
シ
ー
サ
ー

モ
ン
、
ス
パ
イ
シ
ー
は
ま
ち
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ッ
ト
」（
33
ド

ル
）
は
ト
ロ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
、

炙
り
ホ
タ
テ
が
提
供
さ
れ
る
。

ア
ラ
カ
ル
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
チ
ー

ズ
ス
テ
ー
キ
」は
細
切
り
牛
肉
、

チ
ー
ズ
、
ネ
ギ
、
ハ
ラ
ペ
ー
ニ

ョ
を
使
っ
た
一
品
で
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
っ
た
森
本
の

初
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、彼
の「
ホ

ー
ム
」
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
な
っ
て
い

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.timeout.com/
time-out-market-new-york

（
写
真
は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
か
ら
）

「Mori Mori」オープン森
本
正
治
の
手
巻
き
寿
司
専
門
店

　

無
印
良
品
は
今
月
、
米
国
内

初
の
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
フ
ー

ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
チ
ェ
ル

シ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
９
番
街
75

番
地
）
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

同
社
は
昨
秋
、
チ
ェ
ル
シ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
衣
料
品
や
化

粧
品
、
生
活
雑
貨
を
扱
う
Ｍ
Ｕ

Ｊ
Ｉ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
店
。
同

社
は
声
明
で
「
さ
ま
ざ
ま
な
概

念
に
基
づ
く
製
品
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
繋
が
る
製
品

無印良品が
米初のカフェ
チェルシー・マーケットに

ロ
ボ
ッ
ト
が
ラ
テ
作
る

を
取
り
扱
い
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
地
を
創
造
す
る
地
元
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
支
持
す
る
」
と
伝

え
て
い
る
。
店
内
の
カ
ウ
ン
タ

ー
席
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
カ
レ
ー

や
み
そ
汁
、
お
に
ぎ
り
、
た
ま

ご
サ
ン
ド
な
ど
が
並
び
、
対
話

型
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ア
ー
ム
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ｊ
ａ
ｖ
ｉ
ｓ
が
作
る

黒
ゴ
マ
の
ラ
テ
や
蜂
蜜
ユ
ズ
茶

な
ど
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き

る
。
ま
た
抹
茶
味
の
マ
フ
ィ
ン

や
ど
ら
焼
き
な
ど
、
同
店
人
気

の
日
本
の
ス
イ
ー
ツ
も
揃
う
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.muji.us/pages/muji-
market-nyc

を
参
照
す
る
。

（Photo： Courtesy of Chelsea Market）

左から実習生の作田さん、大森教諭、野口さん、八木社長

北
海
道

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.takesushi.us/
http://ariyoshiny.com
https://www.bozubrooklyn.com/
http://www.easeny.com/
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.muji.us/pages/muji-market-nyc
https://www.timeout.com/time-out-market-new-york


　いよいよ冬本番。本特集ではニューヨー
ク州での冬の楽しみ方をご紹介。

■オートバイ好き垂涎の博物館
　ホワイトプレーンズから車で北へ約１時
間。ニューバーグにあるオートバイの博物
館「モーターサイクルペディア博物館」は
8万５０００スクエアフィートのスペース
にジェラルドとテッド・ドーリング父子が
80 年かけて収集した６００台以上のオー
トバイを展示している。コレクションには
１８００年代末期に製造されたビンテージ
バイクをはじめ、１９０１年から 53 年に
製造されたインディアン１００台以上や警
察や軍隊で使用されたバイク（ジョン・Ｆ・
ケネディ大統領暗殺時の護衛バイクなど）
も含まれて興味深い。バイクに関する写真
やポスター、部品などもあり、ドーリング
父子のバイクへの情熱に圧倒される。開館
日は木曜（午後 4時から 8時）、金～日曜
（午前 10 時から午後４時）。入場料 15 ド
ル。Motorcyclepedia Museum (250 Lake 
St. Newburgh) 
https://www.motorcyclepediamuseum.
org/?v=0b3b97fa6688

■５月までに１００マイル歩こう会
　ホワイトプレーンズから車で北へ 40 分
ほど、自然保護区のクロスリバーのワード・
パウンド・リッジは今年１００周年を迎え
る。それを記念して５月７日までに公園内
を１００マイル歩くことを目指す「１００
マイル・ハイキング・チャレンジ」を開催
している。参加者は「RunSignup 」を通じ
てマイルを記録し、５月までに１００マイ
ルを歩いた人は５月 17 日（土）に開催さ
れる１００ 周年記念式典で表彰される。チ
ャレンジ参加費は無料。目標を作ってウィ
ンターハイキングを楽しむ絶好のチャン
ス。

（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）2月 1日（土）

　

ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
を
北
上
す

る
電
車
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
ハ
ド

ソ
ン
ラ
イ
ン
の
ア
ー
ビ
ン
ト
ン

駅
の
旧
駅
舎
に
新
し
い
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以
前
同
じ

場
所
で
営
業
し
て
い
た
フ
ロ
ー

ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
店
の
ア
フ

ォ
ガ
ー
ト
（
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー

グ
ル
ト
に
淹
れ
た
て
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
を
か
け
た
も
の
）
が
美

味
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
店
が

閉
店
し
た
時
は
と
て
も
残
念
だ

っ
た
。
そ
の
場
所
に
う
ま
い
コ

ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
カ
フ
ェ
が
オ

ア
ー
ビ
ン
ト
ン
駅
の
新
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

ル
デ
ィ
・
カ
フ
ェ

食べ歩き

ー
プ
ン
し
た
と
聞
い
て
ソ
ワ
ソ

ワ
と
出
か
け
て
来
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
ア
カ
ポ
氏
は
カ

フ
ェ
を
開
店
す
る
に
あ
た
り
、

コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
訪
問
し
て
コ

ー
ヒ
ー
の
栽
培
、
洗
浄
、
乾
燥

の
包
括
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
味
の

特
徴
や
収
穫
量
を
学
ん
だ
と
言

う
。
焙
煎
、
挽
き
方
、
水
質
、

ミ
ル
ク
の
選
択
な
ど
様
々
な
要

素
へ
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ
彼

の
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
熱
い
思
い

は
、
ル
デ
ィ
で
確
実
に
体
現
さ

れ
て
い
る
。
今
回
飲
ん
だ
カ
フ

ェ
・
ラ
テ
（
５
ド
ル
）
は
深
く

芳
醇
な
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
と
ミ
ル

ク
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
、
残

り
少
な
く
な
る
の
が
惜
し
く
て

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

た
。
つ
ま
み
に
食
べ
た
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
（
４
ド
ル
）
も
外
は
カ

リ
ッ
と
、
中
は
も
っ
ち
り
し
て

い
て
美
味
し
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー

の
店
員
が
抹
茶
ラ
テ
（
5
ド
ル

99
セ
ン
ト
）
の
オ
ー
ダ
ー
を
受

け
て
手
慣
れ
た
手
つ
き
で
抹
茶

を
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
た
て
始
め

た
。
日
本
産
の
抹
茶
を
一
杯
ご

と
に
茶
筅
で
立
て
る
と
聞
い

て
、
次
回
は
抹
茶
ラ
テ
を
飲
も

う
！
と
心
に
誓
っ
た
。

■州内最長のスノーチューブコー
ス
　ホワイトプレーンズから車で北
へ４時間半。ロービルにあるメー
プルリッジ・センターは、州内最
長の１２００フィートのスノーチ
ューブコースを誇る。今年は高低
差１００フィートのコースを５コ
ース備え、セッション（２時間半）
ごとの利用者数を限定しているた
め、混雑の心配が無い。日帰りで
は行けない距離だがアップステー
トの広大な景色を楽しみながら滑
り降りるチューブは忘れ得ぬ思い
出になること間違いなし。大人
22ドル、子供（16歳以下）18ドル。
オンラインで事前にチケットを手

配し、出発前にコースのコンディションを確
認するように。チューブの他にスノーモービ
ルとクロスカントリースキーのコースもある。
Maple Ridge Center (7421 East Rd. Lowville) 
https://mapleridgecenter.org/

Ward Pound Ridge Reservation (Route 35 ＆ 
121 South, Cross River)https://runsignup.com/
Race/NY/CrossRiver/WardPoundRidgeReserva
tionMileAnniversaryHike

■カーリングに挑戦
　中世スコットランドで始まった冬季スポーツ
のカーリング、その昔は凍った湖でさまざま
な大きさの石を滑らせて競技したそうだ。オ
リンピック種目になった現在、石は 42ポンド
の花崗岩にプラスチック／グラスファイバー
のハンドルがボルトで固定と規定されている。
１９３２年に設立されたアーズリー・カーリン
グ・クラブは東海岸で最も古い歴史を持つカー
リングクラブの一つで、国内および国際ランキ
ングで上位にランクされている選手が多数所属
しており、この地域のカーリングの中心地とみ
なされている。カーリングに興味がある人は 3
月 15 日午後 4時 30 分から開催されるオープ
ンハウスに参加してみては？参加費大人 45ド
ル、子供（12 ～ 17 歳）30 ドル。残席わずか
なので申し込みは今すぐ。
Ardsley Curling Club (100 North Mountain Dr. 
Dobbs Ferry)
https://ardsleycurling.com/index.php

真冬のニューヨーク
の楽しみ方

Ludy Cafe
(7 N. Astor St. Irvington)
月～金 7:00～ 16:00、
土 8:30～ 16:00、
日 8:30～ 15:00

https://www.ludycafe.com

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://mapleridgecenter.org/
https://ardsleycurling.com/index.php
https://www.ludycafe.com
https://www.motorcyclepediamuseum.org/?v=0b3b97fa6688
https://runsignup.com/Race/NY/CrossRiver/WardPoundRidgeReservationMileAnniversaryHike
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著
者
の
関
直
美
さ
ん
は
、
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
今
い
る
日
本
人
学
生
の
明

日
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。
茶
家

に
生
ま
れ
3
歳
の
頃
よ
り
茶
道

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
憧
れ

の
先
輩
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
留

学
し
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
て

裏
千
家
茶
道
専
門
学
校
研
究
科

修
了
後
に
渡
米
。
た
だ
生
活
の

リ
ズ
ム
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
方

が
自
分
に
あ
っ
て
い
る
と
思
い

転
居
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
郊

外
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
１

時
間
に
１
本
の
バ
ス
で
大
学
に

通
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
、
ど
こ

に
も
い
る
日
本
人
学
生
の
生
活

と
変
わ
ら
な
い
。
セ
ン
ト
・
フ

ラ
ン
シ
ス
大
学
の
心
理
学
部
を

卒
業
後
、
大
学
院
に
進
む
直
前

に
母
親
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
道
を
断
念
し
帰
国
。
こ
こ
で

帰
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
今
も
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ど
こ
か
で
仕

事
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
こ
こ
か
ら
が
人
生
の
大
転

換
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
国

し
て
能
を
見
た
。
喜
寿
の
祝
い

で
舞
っ
た
百
歳
の
老
女
小
野
小

町
の
能
『
関
寺
小
町
』。
そ
の

舞
台
で
シ
テ(

主
役)

が
倒
れ

た
。
神
に
捧
げ
る
能
は
、
途
中

で
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
シ
テ
を
舞
台
袖
に
寝
か
せ

た
ま
ま
舞
台
は
続
く
。
こ
の
命

を
懸
け
た
能
舞
台
を
観
た
著
者

は
一
切
を
捨
て
34
歳
で
能
の

世
界
へ
飛
び
込
む
こ
と
に
な

る
。
帰
国
後
、
茶
家
を
継
ぎ
な

が
ら
も
能
へ
の
憧
れ
を
捨
て
き

れ
ず
、
１
９
９
９
年
、
東
京
藝

術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
を
能

楽
の
専
攻
に
て
受
験
し
現
役
合

格
す
る
。
勉
強
を
す
れ
ば
、
成

績
が
上
が
る
能
力
の
持
ち
主
な

の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
宝
生
流

宗
家
よ
り
楽
屋
入
り
を
許
さ
れ

職
分
と
な
り
、(

公
社)

能
楽

協
会
に
入
会
す
る
。
芸
大
で
の

9
年
間
の
研
究
を
終
え
、
音
楽

博
士
の
学
位
を
得
る
。
能
楽
師

と
し
て
舞
台
に
立
つ
傍
ら
、
一

方
で
は
研
究
者
と
し
て
能
楽
の

研
究
に
勤
し
み
、
玄
人
と
し
て

は
初
め
て
の
音
楽
博
士
と
な

る
。
ま
た
、
茶
道
に
お
い
て

は
、
１
９
９
０
年
、
国
宝
百
済

観
音
像
の
パ
リ
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
で
の
展
示
に
伴
い
、
裏
千

家
15
世
家
元
鵬
雲
斎
大
宗
匠
夫

妻
、
法
隆
寺
高
田
良
信
管
長
等

と
共
に
渡
仏
し
シ
ラ
ク
大
統
領

夫
妻
臨
席
の
下
、
開
眼
法
要
、

献
茶
式
を
執
り
行
う
代
表
団
の

一
員
に
選
抜
さ
れ
、
ま
た
、
エ

ジ
プ
ト
等
諸
外
国
に
お
い
て
は

駐
在
し
て
い
る
各
国
大
使
等
へ

茶
道
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
広
く
茶
道
の
普
及
に
貢
献
し

て
い
る
。
最
近
で
は
宝
生
流
企

画
公
演
「
時
の
花
」
や
舞
踊
家

武
原
は
ん
ゆ
か
り
の
六
本
木
舞

台
「
は
ん
居
」
に
お
い
て
茶
席

を
設
け
、
茶
道
愛
好
者
等
へ
の

能
楽
の
普
及
に
も
尽
力
し
て
い

る
。
能
楽
堂
で
茶
を
呈
す
る
に

よ
り
、
能
楽
に
も
ま
た
茶
道
に

も
互
い
に
良
い
作
用
を
及
ぼ
す

事
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
独
自

の
二
つ
の
文
化
に
精
通
し
て
い

る
故
の
事
で
あ
る
。

　

著
者
の
ユ
ニ
ー
ク
で
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
た
視
点

は
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
中
で

生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
も
、
海
外

生
活
で
養
っ
た
国
際
感
覚
に
裏

付
け
さ
れ
、
常
に
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
斬
新
な
独
創
性
を
生
み

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
能
楽
師

と
し
て
の
舞
台
上
で
極
限
ま
で

制
約
さ
れ
た
洗
練
さ
れ
た
表
現

方
法
、
所
作
の
美
し
さ
は
、
様

式
美
を
追
求
す
る
茶
道
に
お
い

て
も
他
と
一
線
を
画
し
て
い

る
。「
型
に
命
を
入
れ
る
か
ら

形
に
な
る
」。
平
成
30
年
度
東

京
都
女
性
活
躍
推
進
大
賞
優
秀

賞 

受
賞
。
重
要
無
形
文
化
財

総
合
指
定
保
持
者
。
人
生
の
ス

タ
ー
ト
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
関

さ
ん
は
、
１
９
６
４
年
、
北
海

道
帯
広
市
生
ま
れ
。　
（
三
浦
）

 NY から 34歳で能の世界へ
関 直美・著

 株式会社 KULA SCIP・刊

■別れを告げない（ハン・ガン、白水社）キョンハは韓国
のある都市で起こった虐殺について執筆している。そのせ
いか悪夢にうなされるようになった。そんな時に故郷の済
州島に戻り、木工工房を営む友人のインソンからソウルの
縫合手術専門の病院に来て欲しいという連絡が入る。済州
島で第2次世界大戦後におこった島民虐殺、四・三事件を
扱った小説。■母を葬る（秋吉久美子・下重暁子、新潮新
書）母との関係性に葛藤を抱える一方で、母娘は複雑にか
たく結びついている。70歳の女優・秋吉久美子と88歳の
作家・下重暁子が母を看取ってから年月が過ぎても未だ「母
を葬（おく）る」ことができないのはなぜなのかをテーマ
にした特別対談。■地面師たち アノニマス （新庄耕、集英
社文庫）100億円という前代未聞の不動産詐欺を成し遂げ
た彼らが地面師になるまでを描く、それぞれの前日譚。ス
ピンオフ短編が全７編。巻末にはピエール瀧×新庄耕の対
談「小説と映像、溶け合う境界」も収録。■マイナーノー
トで（上野千鶴子、NHK出版）音楽には明るい雰囲気メ
ジャーと暗いマイナーがある。ノートは調べという意味。
人格にもメジャーノートとマイナーノートがある。いつも
元気で活きいきしていると言われるフェミニストの社会学
者・上野千鶴子はそうではない部分のマイナーノートは人
様には見せないという。■一流のリーダーが磨く　伝え上
手 聞き上手のメソッド（寺下薫、日経BP）コミュニケーション力（コミュ
力）を高めることができれば、職場や学校での人間関係が円滑になるだけで
はなく、やりたいことを実現したり、目標を達成したりすることにもつなが
る。ポイントを4つに分け、実践テクニックを伝授。多くの成功談だけでな
く失敗談やクイズなどを交えて解説する。■老いを読む　老いを書く（酒井
順子、講談社現代新書）「老い本」とは、人々の老後への不安と欲望にこた
えるべく書かれた本のこと。超高齢化社会である日本は世界一の老い本大国
だ。昭和史に残る名作から近年のベストセラーまで、「老後資金」「定年クラ
イシス」「人生百年」「一人暮らし」「迫りくる死」などトピック別に厳選し、
日本の老いの精神史を酒井順子が鮮やかに読み解いていく。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
家
が
描
く
女
性
友
人
同
士
の
再
生
物
語
。
秋
吉
久
美
子
と
下

重
暁
子
の
母
親
に
つ
い
て
の
対
談
。
地
面
師
ス
ピ
ン
オ
フ
短
編
集
。
表
に
出
さ
な
い
静
か

な
自
分
。
コ
ミ
ュ
力
を
高
め
る
実
践
書
。「
老
い
本
」
に
つ
い
て
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

２
０
２
０
年
に
出
版
さ
れ

た
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
巨
匠
イ
ツ

ァ
ー
ク
・
パ
ー
ル
マ
ン
の
少
年

時
代
を
描
い
た
本
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
生
ま
れ
た

イ
ツ
ァ
ー
ク
は
３
歳
で
バ
イ
オ

リ
ン
に
目
覚
め
る
が
、
４
歳
の

時
に
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
に

か
か
り
、
下
半
身
が
不
自
由
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
夢

を
諦
め
ず
に
努
力
を
続
け
音
楽

学
校
に
通
い
、
13
歳
の
時
に
ア

メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
番
組「
エ
ド
・

サ
リ
バ
ン
シ
ョ
ー
」
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
。
番
組
に
出
演
し
て
絶
賛
を

浴
び
る
ま
で
が
描
か
れ
る
。

　

21
年
、
障
害
を
も
つ
体
験
を

芸
術
的
表
現
と
し
て
あ
ら
わ
し

た
児
童
書
を
対
象
に
選
ば
れ
る

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

ブ
ッ
ク
賞
（
主
催
：
米
国
図
書

館
協
会
）
の
オ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
賞

（
ヤ
ン
グ
・
チ
ル
ド
レ
ン
部
門
）

を
受
賞
し
た
。
日
本
語
で
読
む

な
ら
『
イ
ツ
ァ
ー
ク　

ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
愛
し
た
少
年
』（
音

楽
之
友
社
）。
日
本
語
版
の
翻

訳
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
彼
の
演

奏
に
刺
激
を
受
け
て
き
た
と
い

う
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
廣
津
留

す
み
れ
が
担
当
し
た
。（
高
田
）

音
楽
を
愛
し
た
少
年
の
物
語

 『Itzhak: A Boy Who Loved the Violin』
Written by Tracy Newman

Published by   Harry N. Abrams

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://usa.kinokuniya.com/


（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2025年（令和 7年）2月 1日（土）
　

い
よ
い
よ
２
０
２
５
年
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
寒
い
日

の
続
く
１
月
で
し
た
が
お
元

気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
新
し
い
年
の
始
ま

り
に
、
す
が
す
が
し
い
サ
イ

プ
レ
ス
の
香
り
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
和
名
は
西
洋
イ
ト
ス

ギ
、
イ
タ
リ
ア
ン
サ
イ
プ
レ
ス

と
も
呼
ば
れ
、
地
中
海
沿
岸
を

原
産
と
す
る
歴
史
の
古
い
常

緑
針
葉
樹
で
す
。
細
長
く
上
に

伸
び
る
円
錐
形
の

樹
形
と
青
み
が
か

っ
た
針
葉
が
美
し

く
、
地
中
海
地
方

の
風
景
写
真
や
絵

画
に
よ
く
見
か
け

る
木
で
す
。
枝
葉

を
蒸
留
し
て
得
ら

れ
る
精
油
は
大
変

爽
や
か
で
落
ち
着

き
の
あ
る
香
り
で

す
。
紙
に
香
り
を

落
と
す
と
、
ま
ず
深
く
吸
い
込

み
た
く
な
る
よ
う
な
軽
い
葉

の
香
り
が
鼻
を
抜
け
、
そ
の
後

に
緑
の
香
り
、
そ
し
て
ド
ラ
イ

ダ
ウ
ン
す
る
に
つ
れ
て
枝
の

渋
み
や
苦
味
の
あ
る
収
斂
的

な
香
り
へ
と
移
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
香
り
に
は
気
持
ち
を

ま
と
め
、
心
を
落
ち
着
け
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
直

面
し
て
い
る
人
生
の
出
来
事

や
困
難
に
は
冷
静
さ
と
力
強

さ
を
持
っ
て
対
応
し
、
前
進
し

て
い
く
力
を
助
け
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
鎮
痙
、
抗
感
染
、
抗

菌
特
性
は
咳
や
呼
吸
器
系
の

不
調
に
も
効
果
的
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
心
も
体
も
あ

た
た
か
く
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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マ
ナ
ー
講
師
と
し
て
地
元
仙

台
で
起
業
し
て
20
年
。
元
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
国
際
線
Ｃ
Ａ
と
し
て
世
界

の
空
を
飛
ん
だ
経
験
か
ら
国
際

交
流
の
橋
渡
し
を
し
た
い
と
思

い
立
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　

研
修
や
講
演
を
通
し
て
企
業

や
ホ
テ
ル
、病
院
な
ど
の
接
客
、

接
遇
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る

マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
。
指
導
し
た

ホ
テ
ル
は
い
ず
れ
も
ミ
シ
ェ
ラ

ン
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
評
価
な
ど
で
最
高

ラ
ン
ク
を
獲
得
。
２
０
１
２
年

か
ら
は
大
好
き
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
講
演
や
、
企
業
研
修
に

関
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
も
っ

と
日
本
の
文
化
を
Ｎ
Ｙ
に
発
信

し
た
い
、
ま
た
、
日
本
の
方
達

に
も
も
っ
と
世
界
に
目
を
向
け

て
ほ
し
い
と
い
う
目
標
が
出
来

た
。

　

そ
ん
な
時
に
国
際
交
流
と

美
の
祭
典
、ONE STORY 

AW
ARD

の
立
ち
上
げ
の
話
を

相
談
さ
れ
、
日
本
の
ア
ワ
ー
ド

の
立
ち
上
げ
に
あ
た
るONE 
STORY AW

ARD 

宮
城
大
会

の
主
催
、
同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
会
を
２
０
２
２
年
に
立
ち

上
げ
主
催
。
昨
年
5
月
に
は
美

の
コ
ン
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
1

部
と
し
て
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
﹁
美
と
国
際
交

流
﹂
の
テ
ー
マ
で
開
催
。
Ｎ
Ｙ

で
活
躍
中
の
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ

ー
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
氏
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
迎
え
、
モ
デ
ル
た
ち
が

自
己
表
現
を
す
る
新
し
い
コ
ン

テ
ス
ト
の
形
を
創
れ
た
。
会
場

と
審
査
員
の
投
票
で
モ
デ
ル
の

TEONA

さ
ん
が
優
勝
。
ま
た
、

学
生
ス
ピ
ー
チ
で
は
ハ
ン
タ
ー

カ
レ
ッ
ジ
のC

harley

さ
ん

が
優
勝
。
こ
の
2
人
は
2
月
17

日
に
東
京
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
る
日
本
ア
ワ
ー
ド
の
全

国
大
会
に
ゲ
ス
ト
で
招
か
れ
、

同
時
に
お
茶
や
和
装
着
用
な

ど
の
日
本
文
化
を
体
験
す
る
。

今
年
が
3
回
目
と
な
るNY 

AW
ARD

は
9
月
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時
期
に

開
催
予
定
で
、
よ
り
日
本
文

化
を
発
信
す
る
内
容
と
な
る
。

Ｎ
Ｙ
の
主
催
者
でNational 

Director 

で
も
あ
る
長
久
保
さ

ん
は
「
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
日
本
文
化

の
発
信
の
場
と
し
て
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
出
来
る
事
、
大
好
き

な
Ｎ
Ｙ
で
新
し
い
ラ
ン
ウ
ェ
イ

を
創
れ
る
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｙ
の
学
生
の
皆
様

に
は
今
年
は
ぜ
ひ
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
の
欄
『
や
さ
し
い
に
ほ
ん

ご
』
を
読
ん
で
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
欲
し
い
で

す
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

す
る
事
で
沢
山
の
方
が
Ｎ
Ｙ
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
企
業
様
に

も
ぜ
ひ
応
援
し
て
欲
し
い
で

す
」
と
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
様

な
笑
顔
で
語
っ
た
。
長
久
保
さ

ん
は
、
本
紙
が
昨
年
ス
タ
ー
ト

し
た
「
週
刊
や
さ
し
い
に
ほ
ん

ご
生
活
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
日

本
の
挨
拶
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

解
説
を
担
当
し
て
い
る
。
著
書

﹃
マ
ナ
ー
は
い
か
が
？
﹄
は
重

版
と
な
り
、
Ｎ
Ｙ
紀
伊
国
屋
書

店
で
も
発
売
中
の
ほ
か
、
今
年

は
や
さ
し
い
日
本
語
で
マ
ナ
ー

を
学
べ
る
本
を
Ｎ
Ｙ
で
出
版
予

定
だ
。
夢
は
広
が
る
。

    （
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

有限会社ミナ・コーポレーション
代表取締役　
ミナ・エレガンスマナーサロン主宰

長久保 美奈さん

国
際
交
流
と
美
の
祭
典
Ｎ
Ｙ
で
主
催

サ
イ
プ
レ
ス
の

香
り

http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.samuraimama.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
www.maliliko.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体「
あ

お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
、

4
月
14
日（
月
）か
ら
18
日（
金
）

ま
で
の
5
日
間
、
プ
リ
ス
ク
ー

ル
生
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
し

た
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
す
る
。   　 

　

新
し
い
始
ま
り
の
季
節
を
迎

え
る
特
別
な
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
日
本
の
春
の
伝
統

が
持
つ
魅
力
を
体
験
し
、
日
本

な
ら
で
は
の
自
然
と
の
つ
な
が

り
を
子
供
た
ち
に
提
供
す
る
。

大
切
に
さ
れ
て
き
た
文
化
や
季

節
の
物
語
を
通
じ
て
、
子
供
た

ち
は
日
本
の
春
の
美
し
さ
や
そ

の
象
徴
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
教
育
的
で
創
造
性
に
富
ん

だ
活
動
を
通
じ
、
探
求
す
る
楽

し
さ
を
味
わ
え
る
充
実
し
た
体

験
を
ご
用
意
し
て
い
る
。
キ
ャ

ン
プ
は
日
本
語
で
行
わ
れ
、
普

段
あ
お
ぞ
ら
プ
リ
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
い
な
い
子
供
で
も
キ

ャ
ン
プ
に
は
参
加
可
能
。   　 

　

キ
ャ
ン
プ
の
参
加
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
aozoracom

m
unity.

org/2024-spring-camp-
copy

を
参
照
す
る
。

あおぞらコミュニティ    

スプリングキャンプを開催    
4月14日から28日まで 

　

コ
ロ
ラ
ド
州
の
デ
ン
バ
ー
日

本
語
補
習
学
校
（
横
澤
広
美
校

長
）
は
１
月
19
日
、
幼
稚
部
年

長
組
で
タ
オ
ル
の
実
験
を
行
っ

た
。
１
月
中
旬
は
１
年
中
で
一

番
寒
さ
が
厳
し
い
時
期
で
、
こ

の
日
の
朝
の
気
温
は
華
氏
マ
イ

ナ
ス
４
度
（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
20

度
）
と
な
り
、
登
校
時
に
は
白

い
息
を
吐
き
な
が
ら
、
足
早
に

校
舎
に
入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

朝
よ
り
い
く
ぶ
ん
気
温
が
上
が

っ
た
ラ
ン
チ
後
の
昼
休
み
に
、

保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
校

庭
に
出
て
タ
オ
ル
の
実
験
を
行

っ
た
。
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
そ
れ

ぞ
れ
の
園
児
が
持
ち
、
勢
い
よ

く
タ
オ
ル
を
回
す
と
見
る
見
る

う
ち
に
柔
ら
か
か
っ
た
タ
オ
ル

が
固
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か

っ
た
。
園
児
た
ち
は
何
度
も
繰

り
返
し
、
凍
っ
て
固
く
な
っ
て

い
く
タ
オ
ル
の
形
を
不
思
議
そ

う
に
眺
め
な
が
ら
実
験
を
行
っ

た
。
こ
の
タ
オ
ル
の
実
験
に
続

き
「
お
湯
花
火
」（
空
中
に
お

湯
を
ま
く
と
霧
の
よ
う
な
現
象

が
起
こ
る
）
を
行
う
予
定
だ
っ

た
が
、
気
温
が
上
が
っ
た
た
め

次
回
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

　

冬
の
時
期
、
デ
ン
バ
ー
で
は

積
雪
や
低
温
等
で
外
遊
び
が
で

き
な
い
日
も
多
く
、
少
し
の
時

間
を
見
つ
け
て
は
こ
の
よ
う
な

冬
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

氷点下で
タオル実験
デンバー日本語補習学校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
１
月

16
日
、
１
年
生
が
こ
ど
も
の
く

に
幼
稚
園
の
園
児
を
招
待
し
て

交
流
を
深
め
た
。
１
年
生
児
童

た
ち
は
「
学
校
の
勉
強
や
行
事

に
つ
い
て
教
え
て
あ
げ
た
い
」

「
入
学
し
て
く
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
願
い
を
も
っ
て
、
計
画
や

準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

活
動
内
容
は
、
ま
ず
体
育
館

に
て
「
Ｇ
Ｊ
Ｓ
や
小
学
校
に
つ

い
て
」「
勉
強
に
つ
い
て
」
１

年
生
か
ら
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ぶ
の
か
を
発
表
し
た
。
次
に

１
年
生
の
案
内
の
も
と
校
内
を

探
検
し
た
。
そ
の
後
教
室
に
行

き
、
１
年
生
が
先
生
と
な
っ

て
「
自
分
の
名
前
を
平
仮
名
で

書
い
て
み
よ
う
」「
す
ご
ろ
く
」

の
２
つ
の
活
動
を
行
っ
た
。
名

前
を
書
く
活
動
で
は
、
子
供
た

ち
が
隣
に
つ
い
て
鉛
筆
の
持
ち

方
の
お
手
本
を
見
せ
、
ひ
ら
が

な
を
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

た
。
ま
た
、
す
ご
ろ
く
で
は
サ

イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
た
数
や
進

め
る
マ
ス
を
数
え
る
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
数
字
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
招
待
で
１
年
生
の
児

童
た
ち
は
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
と
し
て
の
自
覚
も
芽
生

え
、
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
児
童
も
園
児
も
互
い
に

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
心
温
ま
る
時
間
と
な
っ
た
。

Ｇ
Ｊ
Ｓ
へ
よ
う
こ
そ
！

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
児
招
待

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）

は
1
月
17
日
、
Ｎ
Ｊ
州
に
あ

る
「M

ontclair State Ice Arena

」
へ
全
校
児
童
生
徒
で

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
出
か
け
た
。

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
リ

ン
ク
で
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合

っ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス

ケ
ー
ト
の
練
習
を
行
っ
た
。
指

導
に
あ
た
っ
た
の
は
プ
ロ
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
同
校
の
教

職
員
。
子
ど
も
達
の
技
術
向
上

と
何
よ
り
も
子
ど
も
達
が
ス
ケ

ー
ト
と
よ
い
出
会
い
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
で
指
導
に
あ

た
っ
た
。
途
中
の
休
憩
時
間
に

は
、
全
米
選
手
権
に
出
場
予
定

の
ペ
ア
に
よ
る
ア
イ
ス
ダ
ン
ス

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

見
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

な
め
ら
か
で
力
強
い
演
技
に
拍

手
を
送
っ
て
い
た
。
子
ど
も
達

は
「
だ
ん
だ
ん
滑
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ

た
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
感
想
が

多
く
、
充
実
し
た
ス
ケ
ー
ト
教

室
と
な
っ
た
。
今
回
の
経
験
を

通
し
て
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
努
力
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

http://ze-edu.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://miray109.com/
https://www.jhls.org/
http://www.seido.com
https://www.aozoracommunity.org/2024-spring-camp-copy
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
で
22
日
、

日
本
人
女
性
コ
ー
ラ
ス
花
み
ず

き
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
た
。
花
み
ず
き
は
40
年
以
上

に
渡
り
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

お
り
、
音
楽
を
通
じ
て
文
化
交

流
を
目
指
し
、
現
地
の
幼
稚
園

や
図
書
館
等
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
、

児
童
生
徒
た
ち
は
曲
に
合
わ
せ

て
体
を
揺
ら
し
、
歌
詞
を
一
緒

に
口
ず
さ
み
な
が
ら
体
全
体
で

音
楽
を
楽
し
ん
だ
。
日
本
の
懐

か
し
い
歌
や
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ

曲
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
語
の
曲
ま

で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
８

曲
を
披
露
し
た
。
最
後
に
は
、

初
等
部
・
中
等
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
合
奏
曲
を
披
露
し
て
歌
の
交

流
を
行
っ
た
。

コーラスグループ
「花みずき」の歌声ひびく

ＮＹ日本人学校

　Alto 

日
本
語
補
習
校
は
2

月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
、
同
校
（
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街

３
７
０
番
地
１
８
０
４
号
室
）

に
て
、
今
夏
開
催
の
「Alto 

サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
２
５
」
説

明
会
を
実
施
す
る
。Alto

サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
は
６
月
30
日（
月
）

か
ら
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
の

全
９
週
間
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
、
申
込
み
方
法
、
参
加
費
な

ど
を
説
明
す
る
。
日
本
語
で
実

施
さ
れ
る
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
日
本
の
文
化
や
風
習
を
体

験
で
き
る
活
動
や
、
水
泳
、
宿

泊
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

で
の
参
加
も
可
能
。
参
加
希
望

者
は
要
事
前
申
し
込
み
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://alto-edu.com

参
照
。

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は

１
月
15
日
、
わ
ん
ぱ
く
タ
イ
ム

を
行
っ
た
。
１
ク
ラ
ス
を
１
つ

の
遊
び
専
用
の
部
屋
に
し
て
、

子
ど
も
達
が
自
分
で
遊
び
た

い
も
の
を
選
び
、
じ
っ
く
り
と

遊
ぶ
時
間
。
い
ろ
ん
な
部
屋
で

遊
ぶ
の
か
、
１
つ
の
部
屋
で
ず

っ
と
遊
ぶ
の
か
、
全
て
こ
ど
も

達
自
身
が
決
め
る
。
ク
ラ
ス
や

年
齢
の
枠
を
超
え
同
じ
遊
び

を
通
し
て
関
わ
る
姿
や
、
新
し

い
発
見
を
し
て
遊
び
を
ど
ん

ど
ん
広
げ
て
い
く
姿
が
見
ら

れ
た
。
こ
の
経
験
が
、
自
主
性

や
自
律
性
の
育
ち
に
繋
が
っ

て
い
く
。
同
園
で
は
月
に
１
〜

２
回
、
わ
ん
ぱ
く
タ
イ
ム
を
行

っ
て
い
る
。
い
つ
も
の
部
屋
が

全
く
違
う
遊
び
の
世
界
に
変

身
し
、
登
園
時
か
ら
「
ど
の
へ

や
に
い
こ
う
か
な
」
と
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
お
茶
の
部
屋
、
浴

衣
の
部
屋
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
教
師
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
の
部
屋
、
折
り

紙
だ
こ
を
作
る
製
作
の
部
屋
、

ブ
ロ
ッ
ク
と
積
み
木
の
部
屋
と

５
部
屋
が
準
備
さ
れ
た
。
浴
衣

の
部
屋
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
や

柄
の
浴
衣
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
自
分
で
好
き
な

浴
衣
を
選
び
、
い
ざ
お
茶
の
部

屋
へ
。
正
座
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
ど
も
達
も
多
い
が
、
着
崩

れ
し
や
す
い
浴
衣
の
裾
を
気
に

し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
気

味
に
畳
の
上
に
座
っ
て
い
た
。

「
お
て
ま
え
、
ち
ょ
う
だ
い
い

た
し
ま
す
」
お
菓
子
と
抹
茶
を

い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
幼
稚

園
の
中
に
い
な
が
ら
心
静
か
な

時
間
を
過
ご
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
タ
イ
ム

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

Alto 日本語補習校

サマースクール説明会2
月
９
日
に
実
施

　
「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、

私
た
ち
の
情
緒
の
発
達
（
特
に

感
情
調
整
力
）、
対
人
関
係
や

自
己
肯
定
感
の
育
み
、
ま
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
も
影

響
を
与
え
る
重
要
な
も
の
で

す
。
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味

は
「
相
手
の
気
持
ち
や
考
え
、

ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人

の
立
場
に
立
っ
て
そ
れ
ら
を
理

解
し
受
け
止
め
る
こ
と
」で
す
。

し
か
し
必
ず
し
も
相
手
の
言
う

こ
と
を
「
正
し
い
」
と
み
な
し

た
り
、
相
手
に
同
意
す
る
こ
と

と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
自
分
の
考
え
や
感
じ
方
、

気
持
ち
と
は
違
っ
て
い
て
も
、 

相
手
の
置
か
れ
た
状
況
や
事
情

を
考
慮
し
、
そ
の
人
の
視
点
に

立
っ
て
理
解
し
、
認
め
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

　

例
え
ば
思
春
期
の
娘
が
友
人

関
係
で
深
刻
に
悩
み
、
思
い
つ

め
て
「
も
う
絶
対
学
校
に
行
け

な
い
」
と
号
泣
し
て
い
る
と
し

ま
す
。
親
と
し
て
ど
う
バ
リ
デ

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
つ
い
「
そ
こ
ま
で
思
い
つ

め
る
の
よ
し
な
さ
い
、
考
え
す

ぎ
よ
」
な
ど
と
つ
い
言
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
す
る
と
子
ど
も
は
「
親
は

わ
か
っ
て
く
れ
な
い
」
と
更
に

傷
つ
き
、
親
に
不
信
感
さ
え
抱

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
相

手
の
特
性
や（
こ
の
子
の
場
合
、

も
と
も
と
繊
細
で
傷
つ
き
や
す

い
気
質
で
あ
る
、
思
春
期
で
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
情
緒

が
不
安
定
に
な
り
が
ち
、
ま
た

発
達
的
に
仲
間
関
係
の
重
要
性

が
強
い
）、
過
去
の
経
験
（
前

に
ケ
ン
カ
で
大
事
な
友
人
を
失

い
辛
い
体
験
を
し
た
）、
現
在

置
か
れ
た
状
況
（
仲
良
し
グ
ル

ー
プ
と
仲
た
が
い
し
て
口
を
聞

い
て
も
ら
え
な
い
）
を
考
慮

し
、「
正
当
な
反
応
」
と
い
う

面
か
ら
こ
の
子
を
理
解
、
承
認

し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
親
が
娘

の
視
点
に
立
ち
、「
そ
れ
は
辛

い
よ
ね
」
と
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
受
け
止
め
と
め
た
上
で
一

緒
に
解
決
法
を
相
談
す
る
と
い

う
や
り
方
が
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。

　

相
手
だ
け
で
な
く
自
分
自
身

を
セ
ル
フ
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
異
文
化

で
暮
ら
す
日
常
生
活
の
中
で
、

私
た
ち
は
日
々
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
が
ち
で
す
。
ス
ト
レ
ス
時
に

は
周
り
の
人
や
自
分
自
身
の
考

え
、
感
情
、
行
動
に
対
し
、
つ

い
否
定
的
・
批
判
的
な
反
応
に

な
り
が
ち
で
す
。
例
え
ば
、
な

か
な
か
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

子
ど
も
を
大
声
で
怒
鳴
っ
て
し

ま
っ
た
時
、「
些
細
な
こ
と
で

こ
ん
な
に
怒
る
私
は
お
か
し

い
、
母
親
失
格
だ
」
な
ど
と
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
あ
る
い
は
仕
事
で
失
敗

し
た
時
、「
こ
ん
な
こ
と
で
し

く
じ
る
な
ん
て
自
分
は
ダ
メ

だ
」
な
ど
と
い
う
考
え
が
浮
か

ん
だ
こ
と
は
誰
に
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
時
に
は

仕
事
や
家
事
の
効
率
も
低
下
し

ま
す
。
つ
ま
り
何
か
で
つ
ま
づ

い
た
時
、
自
己
批
判
や
過
度
な

罪
悪
感
が
起
こ
り
や
す
い
状
態

だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
人

は
思
考
（「
こ
ん
な
に
怒
る
自

分
は
お
か
し
い
」、「
自
分
は
だ

め
だ
」）、
感
情
（「
イ
ラ
イ
ラ
、

落
ち
込
み
」）、
行
動
（「
更
に

子
ど
も
に
あ
た
る
、
仕
事
の
能

率
が
落
ち
る
」）
の
悪
循
環
に

陥
り
や
す
い
の
で
す
。
こ
ん
な

時
、
セ
ル
フ
・
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
れ
ば
、
負
の
感
情
に

流
さ
れ
ず
に
す
み
、
悪
循
環
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
ス
ト
レ
ス
耐
久
性
を
高
め
、

心
落
ち
着
け
て
対
処
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

　

で
は
実
際
に
、
ど
の
よ
う
に

セ
ル
フ
・
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ア
レ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
心
理
学
博
士
に
よ
る

方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

（
1
）
今
の
自
分
の
感
情
を
観

察
す
る
。

（
2
）
そ
の
感
情
を
言
葉
に
す

る
（
例
：「
い
ま
私
は
強
い
イ

ラ
イ
ラ
を
感
じ
て
い
る
」）。
こ

の
時
「
自
分
は
ダ
メ
だ
」
の
よ

う
に
自
分
自
身
に
評
価
や
判
断

を
加
え
る
こ
と
な
く
自
己
の
感

情
を
理
解
し
、
そ
の
ま
ま
受
け

と
め
る
。

（
3
）
自
分
が
生
ま
れ
持
っ
た

特
性
、
過
去
の
経
験
、
現
在
置

か
れ
た
状
況
か
ら
見
て
「
正
当

な
反
応
」
と
い
う
面
か
ら
自
分

自
身
を
承
認
す
る
。

　

例
え
ば
育
児
ス
ト
レ
ス
で
子

ど
も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
と
い

う
場
合
は
、「
自
分
は
母
親
失

格
」
で
は
な
く
、「
も
と
も
と

子
ど
も
が
苦
手
だ
っ
た
私
が
異

国
で
子
育
て
す
る
の
は
大
変
な

こ
と
、
多
少
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

の
も
自
然
な
こ
と
だ
、
そ
れ
で

も
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
る
」

な
ど
と
セ
ル
フ
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
心
が
落
ち
着
き
、
感
情
と

思
考
と
行
動
の
悪
循
環
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

は
じ
め
は
難
し
い
で
す
が
、

意
識
し
て
何
度
も
や
っ
て
み
る

こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で
き
る
よ

う
に
な
る
は
ず
で
す
。
家
族
に

も
協
力
を
得
て
、
お
互
い
を
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
し
合
う
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
日
常
よ
り
心
穏

や
か
に
い
ら
れ
る
よ
う
、
セ
ル

フ
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。
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岩
手
県
は
１
月
27
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
岩

手
県
物
産
・
観
光
Ｐ
Ｒ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
「DISCOVER THE 

GOLDEN LAND OF IW
ATE

」

を
開
催
し
た
。
達
増
拓
也
岩
手

県
知
事
が
来
米
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
誘
致
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
「
昨
年
１
月
か

ら
今
年
の
３
月
ま
で
日
米
観
光

年
と
し
て
日
本
政
府
も
日
米
間

の
観
光
産
業
の
促
進
に
力
を
い

れ
て
い
る
。
岩
手
県
盛
岡
市
が

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
の
２
０
２
３
年
に
行
く
べ
き

52
か
所
の
旅
行
先
に
選
ば
れ
て

話
題
と
な
っ
た
こ
と
で
同
県
に

対
す
る
海
外
の
関
心
は
高
ま

り
、
そ
れ
が
牽
引
す
る
形
で
日

本
全
体
で
も
米
国
か
ら
だ
け
で

昨
年
は
２
７
０
万
人
の
観
光
客

が
訪
日
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

　

達
増
知
事
は
、
マ
ル
コ
ポ
ー

ロ
と
平
泉
を
例
に
岩
手
県
の
歴

史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
岩
手
探

訪
記
事
を
書
い
た
ク
レ
イ
グ
・

モ
ッ
ド
さ
ん
と
も
日
本
で
面
会

し
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ

な
が
ら
「
本
日
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
関
係
者
、
旅
行
会
社
関
係
者

が
大
勢
き
て
お
ら
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
岩
手
の
美
味
し
い
食
材

と
酒
を
楽
し
ん
で
岩
手
を
宣
伝

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
ぜ
ひ
岩
手

へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
た
。
谷
村
（
や
む
ら
）
邦
久

盛
岡
商
工
会
議
所
会
頭
の
乾
杯

の
挨
拶
の
あ
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ

か
ら
岩
手
県
の
観
光
の
魅
力
の

説
明
を
受
け
、
60
人
余
り
の
招

待
客
は
、
寿
司
シ
ェ
フ
・
イ
ン

ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア

ン
デ
ィ
・
Ｆ
・
松
田
さ
ん
の
監

修
に
よ
る
岩
手
県
の
米
や
イ
ク

ラ
な
ど
の
水
産
加
工
物
、
和
牛

な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
、

岩
手
県
酒
造
組
合
会
長
の
久
慈

浩
介
さ
ん
に
よ
る
南
部
美
人
な

ど
特
別
純
米
酒
の
ペ
ア
リ
ン
グ

で
岩
手
の
食
を
堪
能
し
た
。

　

当
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
の
が
、
わ
ん
こ
そ
ば
東

家
（
馬
場
暁
彦
主
人
）
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
達

増
知
事
、
三
浦
聡
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
事
務
所
長
、
松
井
裕
明
自
治

体
国
際
化
協
会
（
ク
レ
ア
）
Ｎ

Ｙ
事
務
所
長
の
３
人
が
、
１
分

間
で
何
杯
食
べ
ら
れ
る
か
を
競

い
、
26
杯
を
食
べ
た
松
井
さ
ん

が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
会
場
の

一
般
米
国
人
招
待
客
ら
も
参
加

し
て
わ
ん
こ
そ
ば
に
挑
戦
し
て

岩
手
の
魅
力
を
楽
し
ん
だ
。

　

達
増
知
事
は
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
派
遣
を
見
合
わ
せ
て
い

た
県
職
員
の
Ｎ
Ｙ
へ
の
派
遣
を

そ
ろ
そ
ろ
検
討
し
て
も
よ
い
時

期
だ
と
も
思
う
」
と
語
っ
た
。

　

東
京
都
の
女
性
ベ
ン
チ
ャ

ー
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ムAPT 

W
omen

に
参
加
し
た
起
業
家

か
ら
選
抜
さ
れ
た
10
人
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
10
日
間
の
研
修
を

受
け
て
い
る
。
参
加
者
は
、
創

業
後
10
年
未
満
の
起
業
家
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
後
、
東
京
都

内
で
既
に
起
業
し
て
い
る
又
は

こ
れ
か
ら
起
業
す
る
可
能
性
の

あ
る
女
性
達
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
し
て
、
都
内
に
暮
ら
す
女
性

の
成
長
志
向
を
醸
成
し
、
現
代

の
女
性
に
起
業
と
い
う
新
し
い

生
き
方
の
選
択
肢
を
示
す
役
割

を
担
う
女
性
ベ
ン
チ
ャ
ー
た
ち

だ
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
東
京
都
が

起
業
や
経
営
者
と
し
て
の
成
長

を
め
ざ
す
女
性
に
対
し
て
、
経

営
や
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
必
要

な
知
識
や
ス
キ
ル
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
同
じ
志
を
持
つ
起

業
家
や
事
業
を
加
速
さ
せ
る
協

力
者
・
支
援
者
と
出
会
い
、
連

携
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
と
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

第
９
期
本
年
度
の
参
加
者
は

次
の
通
り
。

▽
呉
季
樺
氏
（PNYO

合
同
会

社
）
▽
小
野
衣
子 

氏
（VxTech

株
式
会
社
）
▽
佐
々
木
祐
香 

氏
（W

ellBe

株
式
会
社
）
▽

中
瀬
幸
子
氏
（Avinton

ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
）
▽
根
来
杏

奈
氏
（
株
式
会
社exmore

）

▽
木
村
千
瑛
氏
（
株
式
会
社

LUNDATTE

）
▽ 

熱
田
優
香

氏
（
株
式
会
社
す
き
だ
よ
）
▽

村
上 

采 

氏
（
株
式
会
社Ay

）

▽
村
田
ま
す
み
氏
（YOMI 

International

株
式
会
社
）

▽
丸
山
寛
子
氏
（
株
式
会
社

Delicious Revolution

）

岩手県をNYで PR
ジャパン・ソサエティーで食と観光をトップセールス

達
増
県
知
事
が
来
米

わ
ん
こ
そ
ば
も
招
待
客
参
加
で
大
盛
況

わんこそばに挑戦する左から松井クレア所長、三浦ジェトロNY 事務所長、達増知事

東京都派遣の女性ベンチャーがNYで研修

経
営
や
事
業
拡
大
の
知
識
学
ぶ

次
世
代
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
育
成
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私
は
自
作
PC
を
作
っ
た
り
、

ア
プ
リ
を
作
っ
た
り
す
る
の

が
好
き
で
す
。
そ
ん
な
私
が
、

夏
休
み
中
に
驚
い
た
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
更

新
に
バ
グ
が
あ
っ
て
、
世
界

中
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
PC
が
ダ

ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

航
空
、
鉄
道
、
医
療
、
放
送

な
ど
に
影
響
が
広
が
り
混
乱

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
大
き
な
問
題
が
起
こ
っ

た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

私
は
こ
の
テ
ー
マ
で
話
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

   

　

ま
ず
、
な
ぜ
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
が
こ
ん
な
に
注
目
を
集
め

た
の
か
で
し
ょ
う
か
? 

そ
れ

は
、
バ
グ
が
起
こ
っ
た
後
、

瞬
く
間
に
被
害
が
世
界
中
に

広
が
っ
た
か
ら
で
す
。
直
後

か
ら
フ
ラ
イ
ト
の
欠
航
が
相

次
ぎ
、
多
く
の
旅
行
者
に
影

響
が
で
ま
し
た
。
私
も
2
日

後
に
旅
行
へ
行
く
予
定
だ
っ

た
の
で
気
が
気
で
な
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

銀
行
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
発

生
鉄
道
の
券
売
機
が
停
止
し

た
り
と
、
た
っ
た
一
つ
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
バ
グ

が
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

に
影
響
を
与
え
る
な
ん
て
、

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た

ち
の
生
活
は
、
ど
ん
ど
ん
便

利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
私
た
ち
に
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

   

　

現
代
社
会
で
は
、
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

い
う
技
術
と
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
OS
）
が
一

緒
に
な
り
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ

ド
は
、
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
保

存
し
た
り
、
み
ん
な
で
共
有

し
た
り
で
き
る
便
利
な
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
OS
は
パ
ソ

コ
ン
を
動
か
す
た
め
の
基
本

的
な
ソ
フ
ト
で
す
。
こ
の
二

つ
が
組
み
合
わ
さ
る
と
、
も

し
ク
ラ
ウ
ド
に
何
か
問
題
が

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
が
す
ぐ
に

世
界
中
に
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が

便
利
さ
を
享
受
す
る
一
方
で
、

注
意
が
必
要
だ
と
い
う
警
告

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

   

　

私
た
ち
人
間
は
、
便
利
な

も
の
が
あ
る
と
そ
れ
を
頼
り

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
車
や
飛
行
機
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
最
近
で
は
AI

（
人
工
知
能
）
な
ど
が
そ
う
で

す
。
こ
れ
ら
は
と
て
も
便
利

で
あ
る
け
れ
ど
、
同
時
に
リ

ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
車
に
は

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
シ
ス
テ
ム
障
害
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
賀　

博
貴

「変わらないもの」
　　　　　ニューヨーク補習授業校W校中１
　　　　　　　　　　　　  髙田　夕莉子

い
人
に
な
る
と
気
付
き
ま
し

た
。も
っ
と
強
い
人
に
な
っ
て
、

必
ず
目
標
を
達
成
で
き
る
と
気

付
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
に
と
っ
て
、
富
士
登
山

は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
と
し
て

よ
く
成
長
し
た
か
ら
で
す
。「
人

事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」

こ
と
を
考
え
て
、
努
力
し
て
ゴ

ー
ル
ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
も
っ
と
年
を
と
っ
て
、
学

校
や
仕
事
な
ど
で
大
変
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
名
言
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「
大
好
き
な

　

   

と
も
だ
ち
」

　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

花
梨

事
故
が
つ
き
も
の
で
す
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
て
大
事
な
情

報
が
盗
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、AI
に
関
し
て
は
、

人
間
が
AI
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、

逆
に
人
間
が
AI
に
支
配
さ
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
便
利
さ
の
裏
側

に
は
必
ず
リ
ス
ク
が
隠
れ
て

い
る
の
で
す
。 

   

　

だ
か
ら
こ
そ
、
便
利
な
も

の
を
使
う
と
き
に
は
、
そ
の

リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
乗
り
物

に
は
保
険
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
事
故
に
あ
っ
た

と
き
の
損
害
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

対
策
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

悪
い
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

AI
に
つ
い

て
は
、
利
用
ル
ー
ル
や
法
律

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
そ
の

利
用
が
人
間
主
体
で
あ
る
こ

と
、
AI
自
体
は
主
役
で
は
な

く
脇
役
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
で
き
、
人
間
と
AI
の
主
従

関
係
が
保
た
れ
、
人
間
が
AI

に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
と
う

い
状
況
を
防
げ
る
の
で
は
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
対
策
を
取
る
こ
と
で
、
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
   

　

今
回
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
シ

ス
テ
ム
障
害
は
、
ク
ラ
ウ
ド

と
OS
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ

い
ま
い
だ
っ
た
リ
ス
ク
が
、

は
っ
き
り
と
見
え
た
貴
重
な

機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
シ
ス

テ
ム
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
た
と
し
た

ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し

ょ
う
か
？
世
界
中
の
あ
ら
ゆ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
ハ
ッ

キ
ン
グ
さ
れ
、
航
空
、
医
療
、

放
送
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広

い
範
囲
の
個
人
に
ま
で
被
害

が
お
よ
び
、
大
切
な
情
報
が

漏
洩
し
、
悪
用
さ
れ
も
っ
と

恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う

考
え
る
と
、
本
当
に
ゾ
ッ
と

し
ま
す
。 

   

　

こ
の
出
来
事
か
ら
私
た
ち

は
、
次
の
こ
と
を
学
べ
る
と

思
い
ま
す
。「
便
利
さ
の
裏
側

に
は
、
認
識
す
べ
き
リ
ス
ク

が
あ
る
。」
万
一
起
こ
り
う
る

事
柄
を
認
識
で
き
て
こ
そ
、

便
利
な
も
の
が
安
心
し
て
使

え
る
、
そ
れ
が
今
回
の
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
学
べ
る
教
訓
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　

   （
滞
米
２
年
７
か
月
）

　

私
は
今
米
国
の
学
校
に
通

い
、
毎
週
土
曜
日
に
補
習
校
に

通
っ
て
い
る
。
補
習
校
は
、
授

業
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
学

ぶ
貴
重
な
場
所
だ
が
、
も
う
一

つ
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
こ
こ
で
で
き
た
友
達
や

先
生
と
の
関
わ
り
だ
。

　

こ
の
補
習
校
は
人
の
入
れ
替

わ
り
が
激
し
く
、
私
が
通
い
始

め
た
頃
に
一
緒
に
勉
強
し
て

い
た
人
の
中
で
も
会
え
な
く

　

こ
れ
は
、
ぼ
く
の
大
切
な

言
葉
で
す
。
ぼ
く
の
母
は
、

い
つ
も
、「
自
分
の
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
な
さ
い
。」
と
言
い
ま

す
。
ぼ
く
が
こ
の
名
言
を
選

ん
だ
理
由
は
、
こ
の
言
葉
は

母
の
言
葉
と
と
て
も
似
て
い

て
、
聞
く
度
に
、
努
力
し
た

い
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
、
富

士
登
山
を
し
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
大

変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
特
に
、
最
後
の

9
0
0
メ
ー
ト
ル
が
、
一
番

大
変
で
し
た
。
道
が
急
な
所

も
あ
っ
て
、
す
で
に
合
計
で

7
時
間
以
上
登
っ
て
い
た
か

ら
、
疲
れ
て
い
ま
し
た
。
山

頂
は
、
そ
ん
な
に
近
か
っ
た

の
に
、
ぼ
く
は
ど
ん
ど
ん
疲

れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
回
も
あ
き
ら
め
た
い
と
思

わ
な
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
常
に
「
人
事
を
尽
く
し

て
天
命
を
待
つ
」
こ
と
を
考

え
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
う

し
て
、
ぼ
く
は
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
て
、
も
っ
と
努

力
し
て
山
頂
ま
で
登
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ぼ
く
は
山
頂
に
着
い
た
時
、

と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。
疲

れ
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
人

事
を
尽
く
し
て
山
頂
に
到
達

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
富
士
登
山
を
し

て
い
た
時
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
人
生

で
、
何
度
も
大
変
な
こ
と
を

経
験
し
て
も
、
あ
き
ら
め
ず

に
努
力
し
て
前
に
進
ん
だ
ら
、

自
分
の
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る

と
分
か
り
ま
し
た
。
い
つ
も

自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

ら
、
や
り
た
い
こ
と
が
全
部

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
事

を
尽
く
し
た
ら
、
も
っ
と
強

「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ビ
ー
タ
ス　

望
有

　

わ
た
し
は
、
昔
か
ら
は
ず

か
し
が
り
屋
で
、
自
分
か
ら

話
し
か
け
る
の
が
苦
手
で
す
。

何
回
か
遊
ぶ
う
ち
に
自
然
に

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
住
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
で
、

わ
た
し
に
は
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
日
通
っ
て
い
る
げ
ん
地

校
に
も
、
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
が
い
ま
す
。
一
番
仲
が
良

い
の
は
キ
ン
ズ
リ
ー
と
リ
ー

ナ
で
す
。
キ
ン
ズ
リ
ー
と
は

2
年
生
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で

近
所
に
す
ん
で
い
ま
す
。
リ

ー
ナ
は
、
今
年
同
じ
ク
ラ
ス

に
な
っ
た
友
だ
ち
で
、
や
さ

し
く
て
お
し
ゃ
れ
で
す
。
2

人
と
い
っ
し
ょ
に
お
に
ご
っ

こ
を
す
る
の
が
す
ご
く
楽
し

い
で
す
。

　

ほ
習
校
で
は
、
休
み
時
間

に
友
だ
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
事

を
し
て
遊
べ
る
の
が
う
れ
し

い
で
す
。
と
く
に
、
お
絵
か

き
を
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

ず
っ
と
仲
良
し
の
ち
か
ち
ゃ

ん
は
、
い
つ
も
み
ん
な
の
良

い
と
こ
ろ
を
ほ
め
て
く
れ
て

や
さ
し
い
の
で
大
す
き
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
げ
ん

地
校
と
ほ
習
校
の
2
つ
の
学

校
に
通
え
た
の
で
、
す
て
き

な
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
作
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
ー

っ
と
友
だ
ち
で
い
た
い
で
す
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
も
み
ん
な

み
た
い
に
、
い
つ
も
笑
顔
で

思
い
や
り
を
も
っ
て
す
ご
し

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
６
年
）

な
っ
た
人
達
が
い
る
。
補
習

校
は
一
週
間
の
中
の
た
っ
た

数
時
間
し
か
な
い
が
、
そ
の

中
で
も
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
や

行
事
を
楽
し
む
時
間
が
、
大

切
な
思
い
出
と
な
る
。
例
え

ば
蚤
の
市
の
よ
う
な
行
事
で

は
、
み
ん
な
で
準
備
を
し
た

り
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り

し
て
新
鮮
な
時
間
を
過
ご
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
友
達
と

過
ご
し
た
時
間
が
思
い
出
と

し
て
残
る
。

　

だ
が
、
毎
月
の
よ
う
に
新

し
い
顔
が
増
え
、
も
と
も
と

い
た
人
が
い
な
く
な
り
、
い

つ
の
間
に
か
会
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
る
時
、
私
は
少
し

寂
し
さ
を
感
じ
る
。
も
う
会

う
こ
と
は
な
い
の
か
と
考
え

る
と
、
不
思
議
な
感
覚
に
陥

る
。
し
か
し
私
は
、
ど
れ
だ

け
離
れ
て
時
間
が
経
っ
て
も
、

そ
の
人
を
忘
れ
な
け
れ
ば
思

い
出
も
色
褪
せ
る
こ
と
な
い

と
信
じ
て
い
る
。
補
習
校
で

過
ご
し
た
時
間
、
出
会
っ
た

人
、
そ
し
て
一
緒
に
頑
張
っ

た
思
い
出
は
、
全
て
私
の
大

切
な
思
い
出
だ
。

　

先
日
の
蚤
の
市
で
、
私
の

ク
ラ
ス
は
か
き
氷
と
抹
茶
ラ

テ
を
出
し
た
。
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
、
数
時
間
の

新
鮮
な
経
験
を
み
ん
な
で
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
の
中
一
ク
ラ
ス
目
標
で

あ
る
『
一
期
一
会
』。
た
と
え

長
く
は
続
か
な
い
関
係
だ
と

し
て
も
、
そ
の
関
係
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

人
は
変
わ
り
ゆ
く
も
の
だ
が
、

思
い
出
や
経
験
な
ど
、
変
わ

ら
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
ん
な
事
に
気
付

か
さ
れ
た
蚤
の
市
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
３
年
）

　
　

□　
　

□　
　

□
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ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
の
中
で
も
特
に

邸
宅
が
立
ち
並
ぶ
ヒ
ー
ス
コ
ー
ト
地
区
の
戸
建
て
の
売
り
物

件
。

１
９
５
０
〜
60
年
代
に
最
盛
期
だ
っ
た
ス
プ
リ
ッ
ト
レ
ベ
ル
形

式
の
家
で
、
０
・
２
エ
ー
カ
ー
の
土
地
に
建
つ
。

　

近
隣
は
、
３
〜
４
ミ
リ
オ
ン
の
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
な
の
で
、
新

築
に
建
て
直
し
て
も
い
い
し
、
増
築
し
て
も
よ
い
。
こ
れ
こ
そ
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る

物
件
。

　

上
階
は
3
寝
室
、
2

浴
室
、
メ
イ
ン
レ
ベ
ル

に
リ
ビ
ン
グ
／
ダ
イ
ニ

ン
グ
と
イ
ー
ト
イ
ン
キ

ッ
チ
ン
、
下
階
に
は
デ

ン
／
オ
フ
ィ
ス
、
ラ
ン

ド
リ
ー
、
地
下
に
広
い

ボ
ー
ナ
ス
ス
ペ
ー
ス
。

キ
ッ
チ
ン
と
浴
室
は
改

装
さ
れ
て
お
り
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
ま

ま
少
し
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
居
住
可
能
。
平
均

の
販
売
価
格
が
2
ミ
リ

オ
ン
を
超
え
る
ス
カ
ー

ス
デ
ー
ル
で
は
手
ご
ろ

な
価
格
と
言
え
る
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
五
差
路
に
も
近
く
、

ヒ
ー
ス
コ
ー
ト
小
学
校
へ
は
１
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
近
さ
。
ス
カ

ー
ス
デ
ー
ル
の
市
民
プ
ー
ル
ま
で
も
徒
歩
10
分
以
内
と
便
利
な

立
地
だ
。
価
格
は
１
３
０
万
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　

info@shoenrealty.com

　

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

スカースデール邸宅街の一戸建て

 　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と

す
る
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
ス

ト
リ
ー
ト
イ
ー
ジ
ー
は
１
月

16
日
、
今
年
注
目
す
べ
き
Ｎ

Ｙ
市
内
の
10
地
区
を
発
表
し

た
。
２
０
２
５
年
版
の
同
リ
ス

ト
「
10
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
ト

ゥ
・
ウ
ォ
ッ
チ
」
は
、
23
〜
24

年
に
不
動
産
購
入
者
や
賃
貸
人

が
ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
手

の
届
く
値
段
）
や
広
さ
、
設
備

の
充
実
や
快
適
性
な
ど
の
情

報
を
得
る
た
め
に
、
同
サ
イ

ト
で
最
も
多
く
検
索
し
た
地

区
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い

る
。
最
も
検
索
数
が
多
か
っ
た

の
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
ク
イ

ー
ン
ズ
の
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
だ
っ

た
。
同
地
区
の
検
索
数
は
１
昨

年
度
比
で
13
・
２
％
増
、
24
年

の
家
賃
の
中
間
価
格
は
８
・
３

％
増
の
３
２
５
０
ド
ル
、
住

宅
の
中
間
価
格
は
８
・
４
％
増

の
１
３
０
万
ド
ル
だ
っ
た
。
同

サ
イ
ト
は
こ
の
地
区
に
つ
い
て

「
同
じ
く
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
隣
接
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
に
比
べ
手

頃
で
、
家
庭
的
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ

ィ
ッ
ク
は
パ
ー
テ
ィ
向
き
、
リ

ッ
ジ
ウ
ッ
ド
は
生
活
の
場
所
と

い
う
印
象
が
あ
る
」
と
解
説
し

て
い
る
。

　

10
地
区
の
う
ち
６
地
区
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は

３
地
区
を
占
め
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
は
わ
ず
か
１
地
区
だ
っ
た
。

同
リ
ス
ト
の
順
位
は
２
位
グ
リ

ー
ン
ウ
ッ
ド（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、

以
下
Ｂ
）、
３
位
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
（
ク
イ
ー
ン

ズ
、
以
下
Ｑ
）、
４
位
サ
ニ
ー

サ
イ
ド
（
Ｑ
）、
５
位
ウ
ィ
ン

ザ
ー
・
テ
ラ
ス
（
Ｂ
）、
６
位

フ
ォ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
（
Ｂ
）、

７
位
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・
ハ
イ
ツ

（
Ｂ
）、
８
位
ク
ラ
ウ
ン
・
ハ
イ

ツ（
Ｂ
）、９
位
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・

レ
フ
ァ
ー
ツ
・
ガ
ー
デ
ン
ズ

（
Ｂ
）、
10
位
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ハ

イ
ツ
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://
streeteasy.com

/blog/10-
nyc-neighborhoods-to-
watch-in-2025/

を
参
照
。

今
年
最
も
注
目
の
地
区

２
年
連
続
で
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド

　郊外の一戸建に住む機会があるなら、自
宅の玄関から道路までの間の前庭に、こん
な映画に出てくるような街灯をつけてみて
はどうだろう。ホームデボで $136と思っ
たほど高くはない価格で購入できる。60ワ
ットまでの白熱球がクラシックな雰囲気を
醸し出す。間違っても LEDの蛍光灯のよう
な球は使わないことだ。タイマーをセット
して夕方から夜明けまで自動点灯するよう
にしておくと便利だ。帰宅する時に自宅前
の電灯がついているのは嬉しいものだ。

自宅前庭に街灯を設置する
Black Cast Aluminum Post Light 

https://www.redacinc.com/
mailto:info@shoenrealty.com
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/
https://streeteasy.com/blog/10-nyc-neighborhoods-to-watch-in-2025/


（17）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）2月 1日（土）
　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、「
血

流
ス
コ
ー
プ
」
を
活
用
し
て
、

水
素
が
血
流
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
冬
場

は
特
に
冷
え
や
む
く
み
が
気
に

な
る
季
節
で
す
が
、
血
流
の
改

善
が
こ
れ
ら
の
不
調
の
予
防
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
サ
ロ
ン
で
は
、
毛
細
血

管
の
血
流
を
可
視
化
で
き
る

「
血
流
ス
コ
ー
プ
」
を
導
入
し
、

水
素
吸
入
前
後
の
血
流
の
変
化

を
お
客
様
と
一
緒
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毛
細
血
管
は
、
全
身
に
酸
素

や
栄
養
を
運
ぶ
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ス
ト
レ
ス
や
生
活
習
慣
の
乱

れ
、
寒
さ
な
ど
の
影
響
で
血
流

が
滞
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
滞
り
が
冷
え
や

む
く
み
、
さ
ら
に
は
疲
労
感
や

肌
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
素
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
し
、
血
流
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
血
流
ス
コ
ー
プ
」
で

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
水
素
吸
入

を
行
っ
た
後
に
は
、
血
液
の
流

れ
が
滑
ら
か
に
な
り
、
勢
い
よ

く
動
き
出
す
赤
血
球
が
確
認
で

き
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
血
液
循
環

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
全
身
の

新
陳
代
謝
が
活
性
化
し
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
当
サ
ロ
ン
の
お
客
様

か
ら
も
「
水
素
吸
入
を
始
め
て

か
ら
、
足
の
冷
え
が
和
ら
ぎ
、

む
く
み
が
軽
減
し
た
」「
体
が

軽
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
お
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
冬
場
は

暖
房
に
よ
る
乾
燥
だ
け
で
な

く
、
寒
さ
に
よ
る
血
流
の
停
滞

が
気
に
な
る
方
が
増
え
る
た

め
、
水
素
吸
入
や
水
素
風
呂
を

併
用
す
る
こ
と
で
体
調
管
理
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
冬
、
血
流
ス
コ
ー
プ
で

自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
、

水
素
の
力
を
取
り
入
れ
て
健
康

維
持
に
役
立
て
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
血
流
の
改
善

が
日
々
の
快
適
さ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
興
味

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
水
素
を
生

活
の
一
部
に
取
り
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
25
）
水
素
と
血
流
の
可
視
化

 

〜
血
流
ス
コ
ー
プ
で
見
る
健
康
の
ヒ
ン
ト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
中
高

等
部
（
小
島
昇
校
長･

生
徒
数

78
名
）
で
は
、
1
月
18
日
に
百

人
一
首
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

学
年
縦
割
り
で
10
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
１
回
戦
目
を
行

い
、
そ
の
後
1
回
戦
目
の
取
り

札
数
の
順
位
ご
と
に
グ
ル
ー
プ

を
変
更
し
て
２
回
戦
目
を
競
っ

た
。
普
段
は
使
用
し
な
い
歴
史

的
仮
名
使
い
で
書
か
れ
た
取
り

札
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
読
み

手
の
声
に
合
わ
せ
て
真
剣
な
表

情
で
取
り
合
っ
た
。
札
の
数
が

減
る
に
つ
れ
大
会
は
盛
り
上
が

り
を
増
し
、「
は
い
」
と
声
を

上
げ
て
札
を
取
っ
た
り
、
テ
ー

ブ
ル
の
外
ま
で
札
を
飛
ば
し
た

り
と
白
熱
し
た
雰
囲
気
に
。
先

生
か
ら
終
了
の
声
が
か
か
る

と
、
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

２
回
の
合
計
獲
得
枚
数
で
競

い
、
第
1
位
が
39
枚
、
第
2
位

が
36
枚
、
第
3
位
が
33
枚
と
接

戦
の
末
に
幕
を
閉
じ
た
。
大
会

に
は
初
等
部
5
、
6
年
生
に
も

招
待
が
あ
り
、
今
年
は
7
名
が

参
加
。
大
会
の
締
め
く
く
り
に

保
護
者
会
か
ら
大
福
と
み
か

ん
、
緑
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

中
等
部
、
高
等
部
の
学
年
を
越

え
、
楽
し
み
な
が
ら
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

百
人
一
首
大
会
を
開
催

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で

週刊NY生活

http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
tel:9176780297
https://able-nw.com/newyork/
http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
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タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
３
日
目
の

朝
、
ゆ
っ
く
り
起
き
て
す
っ
か

り
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
モ
カ

ポ
ッ
ト
で
今
日
は
カ
フ
ェ
オ
レ

を
入
れ
て
飲
む
。
す
っ
か
り
現

地
人
だ
（
笑
）。

　

あ
ま
り
に
ビ
ー
チ
が
き
つ
か

っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
暑
い
か

ら
な
の
か
、
細
君
が
ば
て
て
し

ま
っ
た
の
で
、
ラ
ン
チ
を
食
べ

て
昼
か
ら
一
人
で
歩
い
て
街
に

出
る
こ
と
に
し
た
。
今
日
は
ビ

ー
チ
は
お
休
み
。
20
分
ほ
ど
山

を
降
る
と
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
に

入
り
、
そ
こ
に
い
き
な
り
ロ
ー

マ
の
オ
デ
オ
ン
を
発
見
。
オ
デ

オ
ン
と
は
何
だ
っ
け
？
辞
書
を

引
く
と
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ

ー
マ
帝
国
で
、
音
楽
や
詩
吟
を

演
奏
す
る
た
め
の
ホ
ー
ル
」
の

事
で
あ
る
。
近
く
に
あ
る
、
昨

日
訪
れ
た
壮
大
な
シ
ア
タ
ー
は

Ｎ
Ｙ
で
言
う
な
ら
リ
ン
カ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
目
の
前
に
あ
る
小

さ
な
劇
場
は
、
さ
し
ず
め
私
が

演
奏
を
し
て
い
る
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
ろ
う

（
笑
）。
大
き
い
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
か

ら
小
さ
い
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
れ

だ
け
音
楽
は
古
代
か
ら
人
々
に

必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

音
楽
を
生
業
に
し
て
い
る
事
を

誇
り
に
思
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。

　

そ
の
隣
に
貴
族
の
住
ん
で
い

た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
が
あ
る
。
昨
日

の
も
の
と
は
別
だ
。
が
、
シ
エ

ス
タ
な
の
か
一
旦
ク
ロ
ー
ズ
し

て
４
時
に
再
開
す
る
そ
う
だ
。

優
し
い
若
い
女
性
が
そ
う
教
え

て
く
れ
た
。
写
真
は
撮
っ
て
も

良
い
と
言
う
の
で
と
り
あ
え
ず

中
庭
と
外
観
の
写
真
を
撮
る
。

　

も
う
一
つ
、
昨
日
結
婚
式
を

あ
げ
て
い
た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
も
閉

ま
っ
て
い
る
か
と
心
配
し
た

が
、
帰
り
道
な
の
で
寄
っ
て
み

た
。
が
、
運
よ
く
建
物
は
そ
の

ま
ま
開
い
て
い
た
。
だ
が
、
誰

も
い
な
い
。
今
回
は
ゆ
っ
く
り

と
観
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
中

は
殆
ど
空
っ
ぽ
で
外
壁
だ
け
を

残
し
て
今
は
結
婚
式
や
ら
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
ら
に
使
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
フ
レ
ン
ド
で
、
そ
こ
で
ア
ー

ト
作
品
を
展
示
し
た
と
教
え
て

く
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
い
た
。

　

そ
の
ま
ま
大
好
き
な
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
い
て
み
た

が
、何
せ
暑
い
。
そ
う
な
の
だ
、

人
様
が
シ
エ
ス
タ
を
取
っ
て
い

る
一
番
暑
い
時
間
に
、
し
か
も

細
君
が
ば
て
て
い
る
の
に
一
人

で
そ
ぞ
ろ
歩
き
も
バ
カ
で
あ

る
。
我
ら
が
ス
ー
パ
ー「Deco

」

で
細
君
に
水
と
滋
養
強
壮
に
ス

イ
カ
（
重
い
！
）
を
買
っ
て
、

例
の
心
臓
破
り
の
坂
を
登
っ
て

ア
パ
ー
ト
に
帰
る
。

　

早
め
の
夕
食
を
食
べ
て
、
今

度
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
で
夕
暮
の
街
に
出

て
み
た
。
運
よ
く
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
の
有
料
駐
車
場
が
空
い
て
い

た
。
ラ
ッ
キ
ー
。
昼
過
ぎ
に
シ

エ
ス
タ
の
為
に
入
れ
な
か
っ
た

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
を
尋
ね
た
。
同
じ

女
性
が
迎
え
て
く
れ
て
、
今
度

は
た
っ
ぷ
り
と
中
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
城
館
の
目
の
前
に
セ

ン
ス
良
く
色
が
施
さ
れ
た
イ
タ

リ
ア
の
名
車
、
フ
ィ
ア
ッ
ト

５
０
０
が
停
ま
っ
て
い
て
、
非

常
に
絵
に
な
る
。
こ
の
パ
ラ
ッ

ツ
ォ
で
中
世
の
貴
族
が
暮
ら
し

て
い
た
の
だ
。
通
り
に
向
か
っ

て
豪
奢
な
窓
が
並
ぶ
。
優
雅
な

服
を
傅
い
て
道
ゆ
く
人
を
見
下

ろ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
道

ゆ
く
人
は
中
を
み
る
こ
と
は
一

生
無
理
で
、
見
上
げ
る
こ
と
が

精
一
杯
な
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
壁
画
も
当
時
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
て
見
応
え
が
あ
っ
た
。

回
廊
式
の
建
物
が
フ
ラ
ン
ス
に

は
な
い
イ
タ
リ
ア
を
感
じ
る
の

は
私
だ
け
か
。

　

さ
て
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
が
昼

間
ほ
ど
で
は
な
い
。
近
く
の
カ

フ
ェ
に
入
っ
て
、
名
物
ピ
ス
タ

チ
オ
の
ケ
ー
キ
、
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
、
リ
モ
ナ
ー
タ
（
レ
モ
ネ
ー

ド
）
を
注
文
。
ケ
ー
キ
は
見
た

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ま

ま
夕
刻
の
街
歩
き
。
只
今
、
映

画
祭
を
開
催
中
の
よ
う
で
、
街

の
広
場
の
設
営
が
「
ハ
リ
ウ
ッ

ド
」
で
あ
っ
た
。
有
名
人
も
来

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
近

く
の
教
会
で
結
婚
式
の
準
備
を

し
て
い
た
。
花
の
設
え
が
超
素

敵
で
、
写
真
に
収
め
る
と
タ
オ

ル
ミ
ー
ナ
の
美
が
一
瞬
で
表
現

で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

名
残
惜
し
い
が
、
そ
ろ
そ
ろ

ア
パ
ー
ト
に
引
き
上
げ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
我
ら
が
ス
ー
パ

ー
「Deco

」
で
パ
エ
リ
ア
を

買
っ
て
今
夜
も
自
炊
だ
。
元
々

は
今
頃
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
に
い
る
予
定
で
あ
っ
た
。

が
、
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ラ
イ

ン
が
折
角
予
約
し
た
フ
ラ
イ
ト

の
一
つ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
き

た
。
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
が
こ
の
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
蓋
を
開
け
て
み

る
と
大
正
解
で
あ
っ
た
。

　

明
日
は
、
車
で
い
よ
い
よ
シ

チ
リ
ア
の
州
都
パ
レ
ル
モ
に
出

か
け
る
。
３
時
間
強
の
ド
ラ
イ

ブ
が
楽
し
み
だ
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
シ
チ
リ
ア
・
マ
ル
タ
旅
日
記

第
４
話　

タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
最
終
日

1

　

昨
年
末
、
長
崎
県
西
海
市
大

瀬
戸
町
に
あ
る
「
音
浴
博
物
館
」

に
よ
う
や
く
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
同
館
は
、
建
物

の
歴
史
も
非
常
に
興
味
深
い
の

で
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
話
を
始

め
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

音
浴
博
物
館
は
、
長
崎
市
か

ら
も
佐
世
保
市
か
ら
も
車
で
約

60
分
程
度
の
、
標
高
約
４
０
０

ｍ
の
山
奥
に
あ
る
廃
校
跡
を
利

用
し
た
博
物
館
で
す
。
携
帯
電

話
の
電
波
も
届
か
な
い
場
所

で
、
山
道
を
走
っ
て
い
て
本
当

に
こ
の
方
向
で
い
い
の
か
、
何

度
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　

博
物
館
の
あ
る
久
良
木
（
き

ゅ
う
ら
ぎ
）
地
区
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
旧
満
州
か

ら
の
引
揚
者
の
た
め
の
開
拓
部

落
で
し
た
。
１
９
５
７
年
、
久

良
木
開
拓
団
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
雪
浦
小
学
校
久
良
木
開

拓
分
校
が
開
校
し
、
多
い
と
き

で
47
人
の
児
童
が
い
た
そ
う

で
す
が
、
高
度
成
長
期
に
多

く
の
人
た
ち
が
都
会
へ
移
り
、

１
９
７
６
年
に
最
後
の
児
童
を

送
り
出
し
、
廃
校
と
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
８
０
年
に
日

本
赤
十
字
社
が
「
ベ
ト
ナ
ム
難

民
援
護
事
業
」
の
一
環
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
援
施
設
と
し

て
こ
の
場
所
を
借
り
上
げ
、
旧

校
舎
の
両
隣
（
現
在
の
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
と
蓄
音
機
の
館
）
を

増
築
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の

事
業
で
日
本
に
は
9
万
人
以
上

の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
呼
ば
れ

た
ベ
ト
ナ
ム
難
民
が
上
陸
し
、

次
の
国
へ
行
く
ま
で
の
一
時
収

容
施
設
が
全
国
で
約
20
箇
所
設

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
こ
の
場
所
だ
っ
た
の

で
す
。
１
９
９
５
年
に
事
業
が

終
了
す
る
ま
で
に
６
７
１
人
も

の
難
民
が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
や
が
て
、
大
瀬

戸
町
に
返
還
さ
れ
た
こ
の
建
物

は
再
び
空
き
家
に
な
り
、
5
年

間
放
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
の
頃
、
岡
山
県
倉

敷
市
で
職
業
訓
練
校
の
職
員
だ

っ
た
栗
原
榮
一
朗
氏
は
、
自
ら

集
め
た
レ
コ
ー
ド
5
万
枚
の

置
き
場
所
に
困
っ
て
い
ま
し

た
。
友
人
が
経
営
す
る
病
院
の

倉
庫
を
借
り
て
保
管
し
て
い
ま

し
た
が
、
病
院
の
都
合
で
倉
庫

を
返
却
し
立
ち
退
く
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
新
た
な
展
示

収
蔵
場
所
を
必
要
と
し
た
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
栗
原
氏
は
全

国
の
自
治
体
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
長

崎
県
庁
か
ら
大
瀬
戸
町
に
あ
る

事
実
上
山
の
中
に
廃
棄
さ
れ
て

い
た
こ
の
建
物
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
栗
原
氏
は
、
自
然
豊
か

な
環
境
と
木
枠
の
窓
や
黒
板
、

オ
ル
ガ
ン
な
ど
学
校
の
雰
囲

気
が
残
る
こ
の
建
物
が
気
に
入

り
、
２
０
０
０
年
末
か
ら
翌
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
間

に
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
4
台
分
の

レ
コ
ー
ド
を
移
動
し
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
に
仮
オ
ー
プ
ン
し

た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く

の
人
た
ち
が
押
し
寄
せ
た
そ
う

で
す
が
、
建
物
の
老
朽
化
対
策

が
急
務
と
な
っ
た
た
め
、
大
瀬

戸
町
は
、
農
林
水
産
省
の
「
や

す
ら
ぎ
交
流
拠
点
事
業
」
の
補

助
金
を
活
用
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
、
1
年
の
休
館
後
、

２
０
０
４
年
3
月
末
に
完
成
し

ま
し
た
。
国
庫
補
助
金
を
活
用

す
る
た
め
に
、
従
来
の
よ
う
に

栗
原
氏
の
個
人
運
営
の
博
物
館

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

り
、
同
年
4
月
か
ら
は
、
大
瀬

戸
町
の
「
や
す
ら
ぎ
交
流
拠
点
」

と
し
て
、
形
式
上
公
立
博
物
館

と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。（
栗
原
祐
司
、　

国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
）  第 508 回

音浴博物館①

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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EVENT
■ NYC・ウインター・アウティング＝ 2/9
まで　市内 5区　毎年恒例の NY市による 4
つのプロモーションイベント。宿泊費 25％
オフの「ホテルウィーク」、２コースラン
チ・３コースディナーが 30・45・60ドルの
いずれかで楽しめる「レストランウィーク」、
ミュージカルや博物館・美術館・各種ツアー
などのチケットを 1枚分の料金で 2枚買う
ことができる「ブロードウエーウィーク」と
「マストシーウィーク」。観光オフシーズンを
楽しもう。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/nyc-
winter-outing/
■ NYファッションウィーク＝ 2/6～ 2/11  
Starrett-Lehigh Building（601 W 26th St,）
米国ファッションデザイナー協議会が主催す
る、春と秋に開催されるファッションイベン
ト。有名デザイナーから新進気鋭のデザイ
ナーまで、多様なブランドが次の秋冬シーズ
ンの最新コレクションを発表する。 
詳細は https://nyfw.com/
■第 27回旧正月を祝うフェスティバル＆パ
レード＝ 2/16　11:30 ～ 15:30  (Bayard St 
between Mulberry and Mott St）チャイナタ
ウンで旧正月（春節）を祝うイベント。伝統
的な中国の獅子舞も多くのチームが参加す
る。パレードは 13:00から。
詳細は http://betterchinatown.com/

MUSIC
■ジャズシンガー山田朱実と音楽家兼アー
ティスト SAKAIとのデュオ演奏会＝ 2/1 
19:30   Ukehut （36-01 36th Ave., Long Island 
City）ロングアイランドシティのライブハウ
ス／ウクレレ専門店のウクハットで開催中の
アート展「SAKAI ART SHOW 2025」のクロー
ジングイベントとして行われる。ジャズ、ボ
サノバスタンダードに加えビートルズや松任
谷由実などのポップスのアレンジ、山田のオ
リジナル曲などを演奏する。ミュージック
チャージ＄20（ドリンク込み）。予約はＥメー
ル ukehut@gmail.comまで。
詳細は https://ukehut-nyc.com
■ミュージック・フロム・ジャパン＝ 2/21・
22　Scandinavia House（58 Park Ave,） 雅

楽アンサンブルと新進気鋭の委嘱作曲家 5人
を NYに招聘。雅楽グループ「時の聲」によ
るコンサート（21日）、コンサート「最近の
日本の音 V」（22日）などが行われる。演奏は、
宮田まゆみ（笙ソロ）、〆野護元（龍笛）、國
本淑恵（篳篥）、中村華子（笙）、伊﨑善之（琵
琶）、城戸さくら（箏）。入場料：＄25～ 55
詳細は https://www.musicfromjapan.org

ART
■板東綾子の個展「Memories of Light」＝
2/18まで　International Center of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）美しい自然の風景を撮影
した写真をプリントして除光液で和紙に転写
する技法で制作した「光の記憶」シリーズ作
品を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■アンネ・フランク展＝ 1/27～ 4/30　Cen-
ter for Jewish History（15 West 16th St,）第
2次大戦中のユダヤ人迫害の被害者で、『ア
ンネの日記』を書いたことで知られる少女の
短い人生を振り返る。アムステルダムのアン
ネ・フランク・ハウスから 100点以上のコ
レクションが展示されるほか、ナチスから逃
れるために 2年間潜伏していた隠れ家をアム
ステルダム以外で初めて原寸大で再現する。
入場料：一般＄21～、17歳以下＄16～。土
曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org
■日本クラブ特別企画展 「和紙の芸術表現 : 
伝統から未来へ」＝ 1/30～ 2/21 日本ギャラ
リー（145 W 57th St. 7F）柔らかな光を通し
て「侘び」の美を感じさせる和紙の照明イン
スタレーション、時代の移ろいを映し出す型
紙が表現する「寂び」の静けさと奥深さなど、
和紙がもたらす日本独自の芸術表現を展示。
主な出展作家は、柴崎幸次、鈴木美賀子、南
辻華奈江、佐藤友泰。入場無料。
詳細は https://nippongallery.nipponclub.org/

　

伊
藤
聖
沙
（Seisa

）
主

演
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
脚
本
の

キ
ャ
バ
レ
ー
シ
ョ
ー
「Wait, 

what?!

」
が
、
１
月
22
日
か
ら

６
週
間
に
わ
た
り
６
回
の
公
演

を
行
っ
て
い
る
。
観
客
を
ユ
ニ

ー
ク
な
人
生
の
旅
へ
と
誘
う
こ

の
シ
ョ
ー
は
、Seisa

が
90
年

代
の
東
京
で
過
ご
し
た
青
春
時

代
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
業
界
か
ら
舞
台

演
技
へ
と
キ
ャ
リ
ア
を
転
換
し

た
経
歴
ま
で
、
６
つ
の
章
で
構

ダ
ン
ス
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ゲ
ッ

タ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
出

演
な
ど
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ジ
で

活
躍
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
＋
会
場
に

て
ド
リ
ン
ク
２
杯
を
含
む
ミ
ニ

マ
ム
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.waitwhatcabaret.
com/tickets

を
参
照
す
る
。

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

章
は
独
立
し
た
内
容
で
、
ユ
ー

モ
ア
、
音
楽
、
笑
い
と
感
動
を

提
供
す
る
。
会
場
は
ド
ン
ト
・

テ
ル
・
マ
マ
（Don’t Tell 

Mama

：
西
46
丁
目
３
４
３
番

地
、
８
番
街
と
９
番
街
の
間
）。

２
月
は
５
日
、
12
日
、
19
日
、

26
日
の
水
曜
午
後
７
時
か
ら
。

上
演
時
間
は
約
１
時
間
。

　Seisa 

は
ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ

ン
ダ
で
活
躍
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で

は
『
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ｑ
』、『
デ
ィ

ス
エ
ン
チ
ャ
ン
テ
ッ
ド
』、
ア

メ
リ
カ
で
は
『
く
る
み
割
り
人

形
と
マ
リ
ー
』
な
ど
に
出
演
。

ま
た
、
キ
ャ
バ
レ
ー
で
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
昨
年
コ
ロ
ン
バ

ス
デ
ー
パ
レ
ー
ド
で
の
タ
ッ
プ

伊
藤
聖
沙
主
演

キ
ャ
バ
レ
ー
シ
ョ
ー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
平
之

内
美
穂
の
個
展
「
枯
山
水
ー

Inside my Zen Garden

」
が

金
融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
デ
ン
レ
イ

ン
８
０
番
地
１
４
階
）
で 

２

月
19
日
（
月
）
か
ら
４
月
１

日
（
火
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。 

平
之
内
の
作
品
は
花
や
植
物
の

曲
線
か
ら
自
由
で
力
強
い
生
命

力
、
躍
動
感
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得 

て
抽
象
的
に

油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
画
、

版
画
で
表
現
す
る
。 

　

今
回
の
展
示
で
は
冬
の
間
、

枯
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

花
や
植
物
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
て 

そ
の
中
に

宿
る
春
に
向
け
て
の
生
命
力

を
ア
ク
リ
ル
絵
具
と
チ
ャ
コ

ー
ル
で
表
現
し
た
作
品
７
点

を
展
示
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

２
月
19
日
（
水
）
午
後
５
時

か
ら
７
時
ま
で
。 

入
場
無
料
。

時
間
は
平
日
午
前
11
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
問
い
合
わ

せ
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

artspheres.org

。 

問
い
合
わ

せ
はhttps://artspheres.org 

作
品“Dreamy Seed”  

2024 Acrylic,Charcoal on 
Canvas

平之内美穂が個展
「枯山水 Inside my Zen Garden」

 
星
の
島
句
会

ひ
と
日
ご
と
紅
深
く
し
て
桜
の
芽 

中
川
手
鞠 　

保
育
児
の
し
ゃ
が
む
輪
の
中
ク
ロ
ッ
カ
ス 

長
谷
川
久
美
子

木
の
芽
晴
れ
修
復
進
む
天
守
閣 

原
ヤ
ス
子

ジ
ェ
ン
ダ
フ
リ
ー
人
は
そ
れ
ぞ
れ
雑
木
の
芽 

森
本
由
美
子　

ゆ
る
く
着
て
自
由
の
女
神
東
風
の
中 

月
野
ぽ
ぽ
な

hoshinoshima819@gmail.com

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing/
https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing/
https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing/
https://nyfw.com/
http://betterchinatown.com/
mailto:ukehut@gmail.com
https://ukehut-nyc.com
https://www.musicfromjapan.org
https://artspheres.org
https://www.annefrankexhibit.org
https://nippongallery.nipponclub.org/
https://www.waitwhatcabaret.com/tickets
https://artspheres.org
https://artspheres.org
https://artspheres.org
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
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